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117 l"-lriJの在扇 - 9遥任J「遥授」をめぐって一

い
う
ま
で
も
な
く
、
大
多
数
の
地
方
官
は

1
の
形
態
で
従
事
し
、

3
京
に
常
駐
し
て
、
地
方
官
と
し
て
執
務
し
な
い
者

1
現
地
に
常
駐
し
て
、
地
方
官
と
し
て
執
務
す
る
者

本
稿
は
、
平
安
前
期
の
日
叶
制
に
お
け
る
遥
任
官
・
遥
授
官
の
考
察
を
目
的
と
す
る
。
律
令
国
家
の
官
司
は
中
央
官
司
で
あ
る
京
官
と
、

地
力
官
司
で
あ
る
外
官
に
分
か
れ
、
古
代
の
地
方
行
政
区
画
は
五
畿
・
七
道
の
諸
国
で
成
り
立
ち
、
個
々
の
同
に
外
官
の
国
司
が
派
遣
さ

れ
た
。
国
を
直
接
管
轄
す
る
の
は
日

I
i
Jで
あ
り
、
日
司
官
人
は
、
守
（
長
官
）
・
介
（
次
官
）
．
橡
（
判
官
）
•
H
(
、
じ
典
）

よ
び
そ
の
下
位
の
史
牛
•
国
柿
ト
・
似
師
竹
で
構
成
さ
れ
る
。
養
老
職
制
律

6

之
官
限
満
不
赴
条
で
は
「
凡
之
レ
官
限
満
、
不
レ
赴
者
、

一
等
、
罪
化
徒
一
年
」
と
定
め
て
お
り
、
律
令
官
人
は
職
務
を
有
す
る
官
司
に
赴
任
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
ま
と
め
る
と
、
令
制
下
の
地
力
官
（
外
官
官
人
）
に
は
三
種
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2
京
に
常
駐
（
あ
る
い
は
必
要
な
時
だ
け

f
向
）
し
て
、
地
力
官
と
し
て
執
務
す
る
者

日
笞
十
、
十
日
加

は
じ
め
に

国
司
の
在
点

|
「
遥
任
」
・
「
遥
授
」

の
四
等
官
、
お

(
1
)
 

2
は
崩
稿
で
そ
の
存
在
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

3
の
官
人
の

を
め
ぐ
っ
て
1

中
村
憲
司
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色
を
考
え
る
足
掛
か
り
と
し
た
い
。

大
半
は
、
兼
官
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
C

律
令
官
riJ
で
は
官
職
の
兼
任
が
許
容
さ
れ
て
お
り
、
複
数
官
職
に
就
く
も
の
は
位
階
が
高

い
官
を
正
官
、
そ
の
他
を
兼
官
と
称
し
た
。
扇
官
官
人
を
そ
の
ま
ま
遠
隔
地
の
官
司
に
補
任
す
る
こ
と
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の

よ
う
な
律
令
地
方
官
人
の
な
か
に
は
任
地
に
常
駐
せ
ず
、
在
京
を
選
ぶ
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
令
制
下
に
お
け
る
在
成
地
方
官
の
初
見

2
.
3
の
大
半
は
兼
国
の
京
官
官
人
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

は
大
宝
令
施
行
直
後
に
既
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

と
こ
ろ
で
、
地
方
官
に
は

1
か
ら

3
に
相
舟
す
る
多
種
多
様
な
種
類
が
存
在
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
示
す
官
職
名
や
用
語
は

存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
題
を
考
え
る
と
き
に
、
想
起
さ
れ
る
の
が
外
官
官
人
の
な
か
に
「
遥
任
」
「
遥
授
」
と
呼
ば
れ

る
特
殊
な
任
官
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
の
国
司
制
研
究
で
は
、
遥
任
と
遥
授
を
阿
義
と
す
る
見
解
が
一
っ
の
主

流
を
占
め
て
い
る
。
両
者
に
言
及
し
た
論
考
自
体
は
明
治
期
に
ま
で
遡
る
が
、
今
日
に
全
る
ま
で
明
確
な
区
別
は
導
き
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、

律
令
官
制
研
究
に
も
あ
ま
り
寄
与
し
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

財
政
的
観
点
を
除
け
ば
さ
ほ
ど
関
心
を
引
い
て
来
な
か
っ
た
。

日
本
古
代
史
研
究
に
お
い
て
遥
任
・
遥
授
官
の
存
在
は

近
年
、
律
令
官
僚
制
の
す
ぐ
れ
た
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
氏
族
制
的
原
罪
を
色
濃
く
残
す
日
本
の
律
令
官
制
・
職
制
の
在
り
方
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
は
中
央
官
司
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
律
令
官
人
の
大
多
数
を
占
め
た
外
官
の
研
究
は
大

き
く
吃
遅
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
筆
者
は
そ
の
一
囚
を
、
き
わ
め
て
曖
味
な
ま
ま
等
官
視
さ
れ
て
き
た
、
在
京
地
方
官
の
役
割
・
位

置
づ
け
に
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
官
制
・
職
制
研
究
を
進
め
る
う
え
で
、
地
方
官
制
を
捉
え
直
す
基
礎
研
究
は
決
し
て
怠
る
べ
き
で
な

い
。
加
え
て
、
先
学
諸
氏
に
よ
る
遥
任
・
遥
授
の
定
義
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
論
点
を
提
起
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
遥
任
・
遥
授
の
国
eiJ
と
そ
の
国
務
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
検
討
を
お
こ
な
い
、

日
本
の
地
方
官
制
の
特
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一
、
遥
任
・
遥
授
官
の
主
要
史
料

「
遥
任
」
と
「
遥
授
」
は
、
ど
ち
ら
も
距
離
の
遠
隔
を
ポ
す
「
遥
か
」
と
い
う
字
に
任
官
・
授
官
を
示
す
字
が
接
続
し
た
単
語
で
あ
り
、

官
職
任
命
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
表
l
は
平
安
前
期
、
表
2
は
平
安
中
期
に
お
け
る
両
者
の
史
料
を
収
集
し
た
一
覧
表
で
あ
る
。
ご
れ

ら
の
事
例
を
み
る
限
り
、
外
官
の
任
官
を
指
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
両
語
の
「
遥
か
」
は
外
官
に
対
置
さ
れ
る
京
官
・
中
央
官
人
か
ら

八
世
紀
以
前
に
「
遥
任
」
ご
遥
授
」
と
明
示
し
た
史
料
は
皆
無
で
あ
り
、
史
料
上
最
初
に
登
場
す
る
の
は
遥
授
官
で
あ
る
。
遥
授
官
が
空

官
（
職
務
を
果
た
さ
な
い
ポ
ス
ト
）
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
明
治
期
に
喜
田
貞
吉
は
、
遥
授
国
司
を
，
国

司
の
其
身
京
に
あ
り
て
任
地
に
赴
か
ざ
る
者
」
と
定
義
し
、
任
間
に
赴
任
し
な
い
国
司
を
遥
授
国
司
と
一
括
し
て
理
解
し
た
。
次
い
で
瀧

川
政
次
郎
は
遥
授
国
司
が
「
国
務
に
預
か
ら
な
い
」
と
説
き
、
古
村
茂
樹
は
国
司
の
網
羅
的
な
概
論
を
遺
し
、
非
赴
任
（
任
地
へ
下
向
し

な
い
）
を
公
的
に
認
め
ら
れ
た
口
司
が
す
べ
て
遥
任
国
司
に
あ
た
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
遥
授
国
司
は
①
単
官
で
遥
任
の
者
、
②
兼

同
で
遥
任
の
者
と
い
う
一
一
種
か
ら
な
る
と
い
う
見
解
を
提
ぷ
し
て
遥
任
・
遥
授
を
同
義
と
解
釈
し
、
非
赴
任
で
得
分
の
み
を
得
る
国
司
の

総
称
が
遥
授
国
川
で
あ
る
と
論
じ
た
。
泉
谷
康
夫
も
遥
任
・
遥
授
日
司
を
同
義
と
解
釈
し
て
お
り
、
任
用
国
司
研
究
に
取
り
組
ん
だ
近
年

の
渡
辺
滋
や
集
英
社
本
『
延
喜
式
』
注
釈
も
同
じ
理
解
を
路
襲
し
て
い
る
。
ま
た
原
田
重
は
遥
任
国
司
を
遥
授
国
司
と
同
義
と
理
解
し
、

(10) 

赴
任
を
し
な
い
兼
任
国
司
た
ち
は
末
赴
任
を
公
認
さ
れ
た
遥
授
国
司
と
は
異
な
る
と
提
起
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
木
内
基
容

f
は
遥
任
と
遥
授
を
は
じ
め
て
区
別
し
、
「
遥
授
国
司
」
を
職
務
に
就
か
ず
に
そ
の
給
与
を
授
与
さ
れ
る
ポ

ス
ト
と
し
、
「
遥
任
国
司
の
内
で
赴
任
義
務
を
負
わ
な
い
者
」
と
定
義
し
た
。
ま
た
同
氏
は
『
貞
観
交
替
式
』
と
『
貞
観
格
』
に
規
定
が
な

い
こ
と
を
も
っ
て
、
遥
授
国
司
は
貞
観
期
後
半
に
成
立
し
た
と
し
て
い
る
。

み
た
位
置
づ
け
と
理
解
で
き
よ
う
C
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る
。
遥
授
官
は
以
進
公
文
の
提
出
す
ら
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

史
料
②
は
「
遥
授
人
」
、

、
貢
物
、
煩
中
於
梶
悪
ー
。
非
レ
唯

に
、
遥
授
官
の
初
見
は
弘
仁
二
年
で
あ
る
C

-
）
-
＾
月
庚
辰
（
卜
＇
五
日
）
条

ヘ

H 
ヽ

ク 11
本～

こ
れ
ら
先
学
の
見
解
を
ま
と
め
る
と
、
遥
授
官
を
空
官
と
し
た
点
で
一
致
す
る
も
の
の
、
遥
任
官
に
つ
い
て
は
木
内
以
外
、
特
に
検
討

も
し
な
い
ま
ま
遥
任
11

遥
授
と
み
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
い
ず
れ
の
見
解
も
、
制
度
上
の
時
系
列
的
変
化
に
注
意
を
払
わ
な
か
っ

そ
こ
で
ま
ず
本
章
で
は
、
、
［
要
な
史
料
に
よ
っ
て
遥
任
・
遥
授
の
語
義
の
再
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
と
す
る
。
表
l
で
ま
と
め
た
よ
う

史
料
①
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
―
一
年
（
八
一

大
宰
府
官
井
所
レ
5

官
日
111
、
聴
公
隊
四
分
之
一
、
年
漕
干
成
。
遥
授
之
官
、
半
分
焉
。

大
宰
府
官
人
と
管
内
諸
国
司
は
中
央
派
遣
官
で
あ
り
、
そ
の
本
貫
も
概
ね
哀
・
畿
内
に
所
在
す
る
。
親
族
を
同
伴
し
た
外
国
赴
任
は
中

央
官
人
の
任
地
土
着
を
防
ぐ
規
定
に
よ
っ
て
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
点
に
い
る
家
族
や
縁
者
の
ド
ヘ
俸
給
を
毎
年
送
付
し
て

い
た
。
史
料
①
は
内
海
道
官
人
が
船
舶
で
京
送
す
る
俸
料
の
量
に
制
限
額
を
設
け
た
も
の
で
、
洵
連
の
利
用
を
受
給
総
額
の
四
分
の
一
ま

で
に
制
限
し
、
残
り
は
陸
送
を
命
じ
て
い
る
。
他
方
で
、
遥
授
官
は
そ
の
海
述
量
を
通
常
官
人
の
二
倍
ま
で
許
容
さ
れ
て
お
り
、
遥
投
官

が
通
常
の
官
人
よ
り
も
厚
遇
さ
れ
る
性
格
を
僻
び
て
い
た
こ
と
が
是
認
さ
れ
よ
う
。

史
料
②
東
山
御
文
庫
巻

f
本
五
続
日
本
後
紀
』
承
和
じ
年
（
八
四

0
)
五
月

f
什

i
r
/
l

力
｝

勅
、
内
外
之
吏
、
尤
し
禄
之
人
、
夙
夜
服
レ
市
、
身
令
衣
食
3

因

レ

舷

、

或

兼

牧

宰

、

猶

直

本

任

、

或

拝

外

吏

、

留

尿

ふ
竺

華
。
皆
将
ー
潤
し
以
体
料
、
令
ー
レ
得
代
耕

c

而
諸
国
、
皆
忘

1IU貰
、
使
附
遥
授
人
。
諸
使
、
遂
使
卜
公
文
、
或
於
失
錯

一
身
両
営
、
後
失
レ
弁
成
雑
務
。
9

且
ト
ド
知
五
畿
内
・
七
道
諸
国
、
停
111
止
附
ー
。

つ
ま
り
遥
授
官
人
に
対
し
て
、
兼
任
す
る
任
国
公
文
の
京
進
・
提
出
を
委
託
し
な
い
よ
う
禁
じ
た
も
の
で
あ

た
点
も
問
題
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
政
務
一
般
に
閾
げ
し
た
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
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の
勅
は
『
貞
観
格
』
に
収
録
さ
れ
、
以
後
長
く
効
力
を
保
っ
た
。
こ
の
史
料
②
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
再
度
検
討
す
る
。

史
料
③
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
（
八
四
二
）
ト
ニ
月
戊
辰
（
八

H
)
条

伯
茎
日
守
従
四
位
上
笠
朝
臣
梁
麿
卒
e

（
中
略
）
年
ど
去
レ
劇
、
遥
授
伯
芝
口
守
。
六
十
五
而
終
。

史
料
④
『
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
二
年
（
八
五
八
）
六
月
己
門
（
一
―

+
l
l
)
条

大
学
助
従
五
位
下
山
田
連
春
城
卒
。
（
中
略
）
春
城
、
年
十
斤
、
人
学
。
依
レ
未
成
人
、
於
一
帝
堂
後
、
聴
レ
講
晋
書
一
。
後
、
嵯
峨

太
卜
犬
閏
、
欲
レ
令
皇

f
源
朝
臣
明
、
成
大
業
。
而
求
大
学
生
志
学
者
、
将
レ
為
同
学
。
時
春
城
応
レ
徴
、
与
レ
明
同
房
、
閲

覧
謹
子
・
[11
家
。
遥
授
丹
波
権
博
十
、
為
勉
学
之
資
。
俄
而
太

L
尺
皇
崩
、
春
城
失
愈
悲
歎
。
仁
明
皇
帝
、
欲
レ
令
春
城
迩

本
染
。
讃
、
侍
佼
害
殿
、
賜
レ
閲
御
書
一
、
内
蔵
寮
日
給
其
食
、
即
遥
授
備
後
権
少
目
。

任
官
事
由
が
判
町
す
る
遥
授
官
は
承
和
九
年
ご
ろ
の
二
人
の
国
司
（
史
料
③
・
④
）
が
初
見
で
、
高
齢
を
理
由
に
伯
替
国
司
を
遥
長
さ

れ
た
笠
梁
麻
呂
と
、
「
勉
学
之
次
只
」
と
す
る
目
的
で
丹
波
権
博
士
を
「
遥
授
」
さ
れ
た
山
田
連
春
城
の
二
人
で
あ
る
。
前
者
の
史
料
③
は
笠

梁
麻
呂
の
卒
伝
で
あ
り
、
彼
は
月
波
守
、
勘
解
由
使
長
官
、
左
中
弁
な
ど
の
高
官
を
歴
任
し
た
人
物
で
、
老
齢
を
迎
え
て
劇
務
か
ら
解
放

す
る
趣
旨
で
件
の
伯
苦
守
に
遥
授
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
遥
授
」
の
任
官
と
は
実
態
を
伴
わ
な
い
、
あ
る
い
は
極
め
て

少
量
の
事
務
に
抑
制
さ
れ
て
い
た
Jlr
能
性
が
認
め
ら
れ
る
n)

後
者
の
史
料
④
は
、
遥
授
官
の
任
期
巾
に
死
去
し
た
山
田
春
城
の
卒
伝
で
あ
る
。
当
時
の
国
司
任
期
は
四
年
間
で
あ
る
の
で
、
そ
の
任

官
は
承
和
六
年
以
降
に
下
る
。
大
学
寮
の
学
生
で
あ
っ
た
春
城
は
、
英
オ
を
も
っ
て
嵯
峨
皇
子
源
明
と
同
房
で
学
ぶ
栄
誉
に
与
か
り
、
そ

の
曙
に
丹
波
国
博
十
を
遥
授
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
遥
授
は
勉
学
の
資
養
が
日
的
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
、
彼
は
任
官
後
も
平
安
京
の
東

宮
御
所
（
雅
院
）
に
在
直
し
た
こ
と
に
な
る
。
学
資
と
い
う
任
官
経
緯
を
考
慮
す
る
と
、
国
博
士
と
し
て
一
般
的
な
職
務
を
果
た
し
た
可

能
性
は
低
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
遥
授
官
は
、
そ
の
時
々
の
反
，
量
の
音
宅
心
で
任
命
で
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
③
・
④
と
も
に
官
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第
三
従
。
亦
是
遥
授
、
介
レ
免
其
罪
：

藤
原
朝
臣
房
雄
、
為
レ
首
。
全
秀
身
幣
じ
位
。
例
減

職
の
兼
任
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
に
注
慈
し
て
お
き
た
い
し

史
料
⑤
『
日
本
一
二
代
実
録
』
貞
観
八
年
（
八
六
六
)
|
月
-
＿
十
五
日
丙
申
条

刑
部
省
断
罪
文
云
、
（
中
略
）
判
断
之
失
、
既
由
判
官
し

fJJ
正
七
位
下
行
檬
高
階
貞
人
全
秀
・
正
六
位
上
行
左
近
衛
将
監
兼
権
橡

其
罪
。
（
中
略
）

一
等
、
合
杖
六
|
・
贖
銅
六
斤
。
房
雄
遥
授
、
不
レ
預
其
事
。
合
レ
免

参
議
正
四
位
ド
行
右
衛
門
督
兼
守
藤
原
朝
臣
良
縄
・
従
四
位
卜
行
皇
太
后
宮
大
夫
兼
権
守
藤
原
朝
臣
良
世
、
為

史
料
⑤
は
遥
授
官
が
赴
任
も
せ
ず
、
国
務
に
関
与
し
な
い
と
す
る
説
の
論
拠
と
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
貞
観
八
年
、
讃
岐
国
内
で

殺
傷
事
件
が
起
こ
り
、
百
姓
ら
を
讃
岐
国
司
が
裁
定
し
て
処
罰
し
た
が
、
後
に
判
決
内
容
を
審
理
し
た
刑
部
省
が
誤
断
を
発
見
し
た
こ
と

で
、
裁
判
を
直
接
担
当
し
た
讃
岐
橡
高
階
全
秀
が
処
分
さ
れ
、
直
接
関
係
し
な
い
同
僚
の
国
司
た
ち
も
連
坐
・
断
罪
さ
れ
た
。
断
罪
文
は

養
老
名
例
律
4
0
同
司
犯
公
坐
条
に
沿
っ
て
、
国
内
裁
判
を
掌
る
橡
と
権
橡
を
首
（
じ
犯
）
に
宛
て
、
介
を
「
第
一
一
従
」
（
従
犯
の
第
一
）
、

正
・
権
の
守
を
従
犯
の
二
、
大
少
の
目
を
従
犯
の
三
と
い
う
等
級
に
振
り
分
け
た
。
そ
し
て
採
と
他
の
同
僚
国
司
（
赴
任
国
司
）
は
実
際

に
処
罰
さ
れ
る
一
方
で
、
「
其
の
事
に
預
か
ら
ざ
る
」
ゆ
え
に
権
橡
と
正
権
の
守
の
遥
授
匡
司
三
人
は
免
責
さ
れ
た
。
裁
判
に
直
接
関
住
し

た
の
は
橡
だ
け
で
あ
る
が
、
他
の
讃
岐
日

rも
連
半
さ
せ
る
の
が
名
例
律
の
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
同
僚
に
連
坐
制
の
適
用
が
及
ん
だ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
遥
授
国
司
は
一
切
免
責
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
遥
授
官
た
ち
は
、
事
件
後
の
貞
観
九
年
讃
岐
国
解
の
位
署
憫
に
「
在
原
」

と
記
さ
れ
た
目
司
た
ち
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
遥
授
官
は
任
地
に
駐
留
せ
ず
、
連
坐
の
適
用
外
で
あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
国
司
の

政
務
に
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
る
概
然
性
が
導
き
出
さ
れ
る
C

史
料
⑥
『
延
喜
交
替
式
』
第
1
2
5
条

凡

a
遥
授
国
司
、
小
レ
給
公
隊
川
井
事
力
。
亦
b
到
レ
任
之
後
、
留
レ
京
者
伺
停
レ
給
。
但
殊
被
徴
召
、
未
レ
経

一
年
帰
レ
国
者
、
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な
か
ろ
う
か
。

て
定
め
て
お
り
、
前
半

a
は
国
川
と
品
官
（
史
生
・
国
医
師
や
弩
師
な
ど
）
が
「
到
任
」
の
後
に
留
京
を
し
た
場
合
、
事
力
と
公
摩
田
（
職

分
田
）
の
支
給
を
停
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

b
の
法
源
で
あ
る
史
料
⑦
を
参
照
す
る
と
、
「
到
任
」
と
は
、
新
任
官
が
任
国
へ
到
着

す
る
こ
と
を
指
す
語
で
あ
り
、
「
勘
知
」
は
引
継
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。
又
、
「
到
レ
任
之
後
、
留
レ
京
」
と
は
、

そ
の
ま
ま
京
に
留
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
文
意
を
補
う
と
「
到
着
し
て
以
降
、
現
地
に
駐
留
せ
ず
に
ふ
た
た
び
帰
京
し
て
留
ま
る
」
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
を
圃
策
す
る
国
可
が
貞
観
年
間
に
問
題
化
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

任
地
で
給
田
を
受
け
な
い
国
司
は
、

a
「
遥
授
国
司
」
と

b

「
到
任
之
後
、
留
京
者
」
の
一
―
者
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

a
に
続
く
b
は、

「
亦
」
の
語
を
用
い
て
い
る
の
で
別
種
の
国
司
と
な
り
、
遥
授
国
司
は

b
の
国
司
と
別
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き

は、

b
の
国
司
が
も
し
も
国
叶
と
し
て
の
役
日
を
果
た
さ
な
い
存
在
で
あ
れ
ば
そ
れ
も
問
題
視
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
が
、
史
料
⑦
の

造
式
所
起
請
が
何
ら
汀
及
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

史
料
⑥
は
、
延
喜
二
十
一
年
（
九
一
―
-
)
奏
進
の

絶
奸
慮
。
但
別
有
仰
事
、
暫
被
徴
召
、
未
レ
経

不
レ
在
此
限
。

史
料
⑦
『
頚
緊
三
代
格
』
巻
六
・
事
力
井
公
溜
田
事
・
貞
観
十
一
一
年
ト
ニ
月
一
一
卜

ii
日
官
符

一
、
可
レ
停
レ
給
国
川
已
下
、
到
レ
任
之
後
、
留
レ
京
者
、
事
カ
・
公
廟
田
事

右
、
造
式
所
起
謂
云
、
頃
年
国
司
、
到
任
所
ー
後
、
未
勘
知
前
、
申
請
官
符
、
規
要
留
京
1

。
最
其
本
情
l

、
無
レ
有
一
他
計

、
為
レ
貪
ポ
カ
及
公
靡
川
。
徒
損
公
家
、
還
潤
一
私
門
。
論
之
政
途
、
甚
無
贔
叩
。
伏
望
、
如
レ
此
輩
、
永
停
充
給
一
、
以

一
年
、
帰
於
国
者
、
不
レ
在
此
限
者
。
従
三
位
大
納
言
兼
左
近
衛
大

将
陸
奥
出
羽
按
察
使
藤
原
朝
臣
基
経
宣
、
奉
レ
勅
、
依
レ
請
。

『
延
喜
交
替
式
』

一
旦
任
国
に
赴
き
な
が
ら
も
、

の
一
条
で
あ
る
。
こ
の
条
文
は
国
司
公
隊
田
の
支
給
基
準
に
つ
い

つ
ま
り

b
の
国
司
は
国
務
に
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
み
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
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延
喜
二
十
年
閏
六
月
―
―
十
八
日

延
喜
一
十
年
六
月
十
九
日

近
江
史
生
丸
部
安
沢

原
田
は
史
料
⑥
b
を
遥
授
国
司
と
は
別
の
国
司
と
し
、
木
内
も
同
じ
く
遥
授
国
司
以
外
の
国
司
と
理
解
し
て
い
る
。
確
か
に

b
が
遥
授

国
司
の
意
味
で
あ
る
と
、

諸
国
官
員
井
廃
骰
事
）

a
と

b
が
重
複
規
定
と
な
っ
て
し
ま
う
，
一
し
た
が
っ
て
、

b
が
遥
授
国
司
で
は
な
い
と
す
る
原
田
ら
の
理
解
は

是
認
さ
れ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
辺
要
国
僚
使
を
停
止
す
る
寛
ギ
じ
年
（
八
九
斤
）
ト
一
月
じ

H
付
官
符
（
冨
類
緊
三
代
格
』
巻
五
・
加
減

で
は
、
宇
多
天
見
が
「
遥
授
官
員
、
不
レ
赴
州
附
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
遥
授
」
は
、
到
任
を
す
る
史

料
⑥

b
の
国
司
と
は
別
種
の
官
人
な
の
で
あ
る
。
同
じ
く
天
暦
：
一
年
（
九
四
九
）
正
月
一
-
ト

-
L
J
(
『
別
緊
符
宜
抄
』
）
に
検
非
違
使
の
増

員
を
申
謂
し
た
近
江
国
解
文
に
は
、
「
追
捕
・
検
察
、
少
レ
人
勤
行
。
加
以
、
ト
ド
同

ril‘

遥
授
数
多
、
任
用
之
吏
、
従
レ
事
者
少
」
と

あ
る
。
遥
授
［

id
の
増
加
を
検
非
違
使
増
員
の
事
由
と
し
た
こ
と
は
、
遥
授
の
任
川
[

l
が
実
務
に
益
し
な
か
っ
た
こ
と
を
ホ
し
て
い
る
。

史
料
⑧
『
類
緊
符
宜
抄
』
第
八
•
免
本
任
放
還
事
・
延
喜
二
十
年
（
九
二

0
)
丸
部
安
沢
鮒
文

布
、
安
沢
依
日
次
供
御
所
労
、
去
廷
喜
十
二
年
、
任
伊
勢
史
生
。
罷
レ
任
之
後
、
去
年
被
レ
憧
任
件
同
史
生
。
而
式
部
省
称
レ

不
レ
進
本
任
国
解

ftl
、
未
し
申
補
任

c

謹

検

案

内

、

安

沢

任

伊

勢

史

生

之

時

、

勤

奉

供

御

、

不

レ

向

任

国

。

伯

去

延

喜
十
二
年
一
＾
月
一
一
ト
一
日
留
京
官
符
、
下
レ
国
先
了
C)

然
則
遥
任
之
人
、
何
拘
解
由
。
望
ナ
叩
、
所
裁
、
被
レ
召
仰
彼
省
一
、
早
令
レ

申

補

任

‘>fJJ
録
事
山
、
謹
請
レ
裁
、
謹
解
c

右
大
臣
宜
、
奉
勅
、
＇
，

H
卜
仰
式
部
省
、
莫
レ
令
レ
責
件
安
沢
、
本
仔
放
還
ー
者
。

大
外
記
伴
宿
祢
久
永

史
料
⑧
は
『
貞
観
式
』
施
行
下
の
、
延
喜
ニ
ト
年
（
九
―

1
0
)

ザ
叫
被
レ
召
仰
式
部
省
早
令
ー
レ
申
補
任
之
状

近
江
史
牛
丸
部
安
沢
鮒
申
、
請
蔵
人
所
裁
事

の
記
事
で
あ
る
。
丸
部
安
沢
は
近
江
国
史
牛
に
新
任
さ
れ
た
が
、
前
任

奉
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国
で
の
解
由
状
を
提
出
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
過
で
諸
国
史
生
を
判
補
す
る
式
部
省
は
新
任
を
差
し
止
め
た
。
そ
こ
で
彼
は
伊

勢
史
生
任
官
の
直
後
に
「
留
京
官
符
」
が
交
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
根
拠
に
、
自
身
は
「
遥
任
」
の
官
人
で
あ
り
、
解
由
の
取
得
が
不
要

で
あ
る
と
弁
明
し
た
。
こ
の
事
例
で
は
安
沢
本
人
が
伊
勢
に
赴
任
し
な
か
っ
た
と
明
言
し
て
お
り
、

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
現
地
に
い
な
い
こ
と
が
空
官
と
同
義
で
は
な
い
こ
と
は
、
前
稿
で
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。
在
京
官
人
が

地
方
官
の
職
務
を
果
た
し
た
明
証
は
少
な
か
ら
ず
現
存
し
て
お
り
、
兼
仔
官
で
あ
る
こ
と
が
遥
授
官
（
空
官
）

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
史
料
⑥
は
、
遥
任
官
が
遥
授
官
と
同
義
か
否
か
何
も
語
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

史
料
⑨
『
廷
喜
交
替
式
』
第
3
7
条

史
料
⑩
『
延
喜
式
』
式
部
卜

1
6
9
解
由
日
限
条

凡
諸
司
・
諸
国
、
進
解
由
一
者
、
諸
司
長
官
六
十
日
、
次
官
以
ド
及
史
生
三
|
f
l
、
為
レ
限
。
諸
国
長
官
百
二
十
日
、
任
用
六
十
日

為
レ
限
。
但
長
官
・
任
用
、
同
時
解
任
者
、
交
替
了
後
、
与
長
官
共
言

t
其
与
不
之
状
。
（
中
略
）

典
薬
寮
等
諸
薄
十
・
諸
司
不
レ
預
公
文
之
類
、
並
不
レ
責
一
一
解
由

□

で
あ
る
こ
と
を
担
保
し
な

史
料
⑨
は
延
喜
二
十
二
年
（
九
二
二
）
撰
進
の
交
替
式
文
で
あ
り
、
⑩
は
康
保
四
年
（
九
六
七
）
施
行
の
延
喜
式
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
遥
任
官
と
一
部
京
官
の
解
由
状
取
得
を
免
責
す
る
内
容
で
あ
り
、
遥
授
国
司
と
遥
任
国
司
を
同
義
と
す
る
吉
村
た
ち
の
論
拠
に
な
っ
た

(22) 

も
の
で
あ
る
。
福
井
俊
彦
も
『
延
喜
交
替
式
』
を
論
じ
る
な
か
で
、
⑨
を
「
遥
授
国
司
」
の
解
由
規
定
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
お
そ
ら

く
福
井
た
ち
の
解
釈
は
、
解
由
取
得
が
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
官
人
に
義
務
づ
け
ら
れ
、
そ
の
免
除
に
は
何
ら
か
の
立
法
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
し
か
に
現
存
す
る
諸
法
典
は
遥
授
官
の
解
由
免
除
を
規
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
遥
授

内
准
不
与
解
由
状
、
臨
時
言
上
。

凡

a
遥
任
国
川
（
司
ヵ
）
、
不
レ
責
解
由
。

b
其
到
レ
任
之
後
、
経

但

11．
陰
陽
・
大
学

二
年
、
乃
身
留
レ
京
者
、
監
務
之
間
、
若
有
一
欠
損
二
限

一
見
遥
授
と
同
じ
性
格
を
読
み
取
る
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几
又
勺
こ
、
え
ば
、

一
舟

B
i
し

一
部
の
史
料
を
抜
粋
し
て
掲
げ
る
。

日
本
の
律
令
官
司
に
ま
つ
わ
る
諸
制
度
は
、
唐
制
を
継
承
し
た
も
の
が
多
い
し
遥
授
官
は

と
す
る
崖
代
史
書
に
散
見
す
る
。
唐
令
に
遥
任
・
遥
任
官
な
ど
に
つ
い
て
の
具
体
的
規
定
や
定
義
が
あ
れ
ば
、
大
い
に
参
照
す
べ
き
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
史
料
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
叫
一
、
遥
授
官
人
へ
交
付
す
る
任
官
証
明
書
（
告
身
）
の
令
文

が
一
条
発
見
さ
れ
た
が
、
遥
授
官
の
具
体
的
職
制
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
。
唐
代
遥
授
官
を
論
じ
た
劉
後
濱
は
唐
代
遥
授
官
の
事
例
を
、

親
王
や
貴
戚
に
地
方
長
官
を
虚
授
す
る
者
と
、
外
任
の
官
が
京
官
を
遥
領
す
る
者
の
一
-
つ
に
ま
と
め
た
が
、
頼
亮
郡
は
こ
れ
に
加
え
て
、

(25) 

軍
功
を
挙
げ
た
栄
寵
武
将
へ
の
授
与
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、

う
新
し
い
視
点
で
遥
任
官
の
史
料
を
見
出
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

『
旧
唐
書
』
を
は
じ
め

こ
こ
ま
で
の
検
討
結
呆
を
ま
と
め
る
と
、
遥
授
官
は
厚
遇
さ
れ
た
地
方
宜
の
一
種
（
①
③
）

（
④
）
。
現
地
に
赴
任
・
駐
留
を
せ
ず
（
④
⑤
）
、
ま
た
任
地
の
使
政
・
政
務
に
関
サ
し
な
い
官
人
（
②
⑤
）
で
あ
っ
た
。
必
ず
し
も
兼
任
官

一
旦
任
地
に
赴
任
し
た
地
方
官
人
は
遥
授
官
に
含
ま
れ
な
か
っ
た

由
免
除
（
⑧
⑨
⑩
）
が
許
さ
れ
た
が
、
任
地
政
務
に
関
与
し
た
か
否
か
の
明
確
な
痕
跡
は
確
認
で
苔
な
い
。

以
上
の
確
認
を
踏
ま
え
る
と
、
遥
任
官
が
遥
授
官
と
同
義
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
前
に
、
遥
任
官
自
体
の
解
明
が
必
要
と
い
え
る
。

そ
の
原
因
は
遥
任
官
の
史
料
臼
体
が
乏
し
い
事
に
あ
り
、
こ
れ
が
研
究
の
停
滞
を
招
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
学
と
は
違

と
は
限
ら
ず
（
③
④
）
、

⑥
⑦
)
。
逆
に
、
遥
任
官
に
対
し
て
の
み
解

る。 官
は
そ
も
そ
も
赴
任
せ
ず
、
時
々
の
犬
皇
の
意
向
（
史
料
④
）

で
任
官
さ
れ
る
特
異
な
ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
以
上
、
解
由
状
取
得
が
免
除
さ

れ
た
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
と
い
う
理
解
も
成
り
立
つ
余
地
が
あ
ろ
う
。
解
由
制
度
は
官
司
（
任
地
）
で
の
確
認
・
引
継
ぎ
を
前
提
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
は
じ
め
か
ら
任
地
に
赴
か
ず
、
現
地
の
官
物
・
資
財
及
び
そ
の
管
坪
帳
簿
に
一
切
関
与
し
な
い
官
人
は
、
も
と
も
と
解
由
制

度
の
対
象
外
で
あ
っ
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
か
ろ
う
。
よ
っ
て
⑧
⑨
⑩
の
遥
任
を
遥
授
に
読
み
替
え
る
事
は
慎
重
に
な
る
べ
き
で
あ

で
あ
り
、

天
皇
の
判
断
で
任
命
さ
れ
た
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か
ろ
う
か
。

人
吏
悦
服
、
自
丑
忽
嶺
已
東
、
並
入
朝
貢
。
未
レ
幾
、
遥
一
授
納
言
一
、
総
管
如
レ
故
。

史
料
⑫
『
旧
唐
書
」
巻
一
八
．

q-．
列
伝
一
．
＾
―
―
―
-
．
阜
温
伝
・
中
宗
景
龍
三
年
（
七

0
九
）
条

遷
太
子
少
保
、
同
中
書
門
下
1

↓
品
、
伯
遥
授
揚
州
大
都
督
。

史
料
⑬
『
全
唐
文
』
巻
じ
一
七
•
徳
宗
貞
元
十
一
年
（
七
九
五
）
頃
・
李
公
（
輔
光
）
墓
誌
銘

右
の
う
ち
、
ま
ず
史
料
⑪
は
、
武
徳
年
間
（
六
一
八
＇
六
―
一
六
）

の
記
事
で
あ
る
。
遠
く
葱
嶺
（
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
）

か
ら
の
朝
貢
を
成
し
遂
げ
た
涼
州
総
管
（
の
ち
に
都
督
府
と
改
称
）
楊
恭

1
に
、
皇
帝
側
近
の
官
・
納
言
（
侍
中
）
を
遥
授
し
、
兼
任
さ

せ
た
こ
と
が
み
え
る
。
史
料
⑫
は
阜
温
が
揚
州
都
督
府
の
長
官
・
大
都
督
を
遥
授
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
。
阜
温
は
軍
功
を
讃
え
ら
れ
た
こ

と
で
、
京
官
の
太
子
少
保
に
加
え
て
地
方
官
の
遥
授
を
受
け
て
い
る
。
史
料
⑬
は
監
軍
使
李
輔
光
の
功
賞
記
事
で
、
遥
授
し
た
官
職
は
後

(26) 

宮
の
内
侍
省
に
置
か
れ
た
内
給
事
で
あ
る
。
内
給
事
を
拝
任
し
た
輔
光
は
太
原
府
（
現
在
の
山
西
省
太
原
市
）
の
武
官
で
あ
る
太
原
盃
軍

使
の
ま
ま
活
躍
し
、
興
元
監
軍
使
を
務
め
て
京
師
に
は
帰
還
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
唐
代
の
厚
遇
的
任
官
を
、
日
本
の
遥
授
官
は
継
受
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
贅
言
す
れ
ば
、
『
旧
唐
書
』
な
と
の

轡
代
史
書
に
は
「
遥
授
」
の
任
官
が
頻
出
す
る
の
に
対
し
て
、
私
見
の
限
り
「
遥
任
」
の
語
は
皆
無
の
よ
う
で
あ
る
。
遥
任
官
が
唐
制
に

見
当
た
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
日
本
の
国
情
に
応
じ
て
生
み
出
さ
れ
た
独
自
の
任
官
形
態
だ
っ
た
可
能
性
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な

日
本
の
遥
任
官
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
の
地
方
支
配
の
あ
り
方
を
探
る
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。
次
章
で
は
こ
れ
ま
一
℃
の

検
討
結
果
、
特
に
史
料
②
を
踏
ま
え
て
、
今
ま
で
着
日
さ
れ
な
か
っ
た
交
替
式
文
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
遥
任
官
の
性
質
を
明
ら
か
に

特
恩
遥
授
内
給
事
、
又
有
金
章
紫
綬
之
賜
。

史
料
⑪
『
旧
唐
書
』
巻
六
一
一
・
列
伝
―
―
ー
・
楊
恭
仁
伝
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四
度
使
は
、
京
師
の
政
府
中
枢
と
大
宰
府
・
諸
国
日
叶
を
結
ぶ
重
要
な
連
絡
を
担
っ
て
い
た
。
国
司
四
等
官
と
品
官
（
史
生
・
国
博
士
・

国
医
師
）
た
ち
は
交
代
で
四
度
使
と
し
て
卜
京
し
、
国
務
の
状
況
報
告
を
お
こ
な
う
。
国
府
か
ら
出
発
し
た
国
司
は
、
官
道
の
駅
家
で
駅

馬
を
乗
り
継
ぎ
、
宿
泊
を
し
な
が
ら
上
京
す
る
。
国
rij
の
派
遣
回
数
が
多
い
は
ど
、
道
中
で
供
給
す
る
駅
家
に
負
担
が
増
え
る
た
め
、
専

使
を
減
ら
し
、
な
る
べ
く
複
数
の
任
務
を
兼
務
さ
せ
て
一
人
の
使
者
に
委
ね
る
こ
と
は
、
国
家
と
し
て
も
推
奨
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

(28) 

加
え
て
朝
焦
使
・
税
戟
使
・
計
帳
使
の
一
二
使
と
異
な
り
、
貞
調
使
は
駅
馬
の
利
用
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
国
司
側
の
負
担
が
大
き

い
貢
調
使
の
上
京
に
は
、
な
お
さ
ら
委
託
が
便
利
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
古
代
で
は
こ
の
よ
う
な
委
託
を
「
便
附
」
と
呼
び
、
そ
の
代

を
お
こ
な
い
、
地
方
官
司
の
行
政
内
容
を
監
督
し
た
の
で
あ
る
。

史
料
②
に
話
を
戻
そ
う
。
こ
れ
は
畿
内
・
七
道
諸
固
で
地
方
官
を
兼
宜
す
る
「
遥
授
人
」
の
地
位
を
保
証
し
、
使
政
に
関
与
し
な
い
よ

う
確
認
し
た
法
令
で
あ
る
。
②
は
遥
授
国
司
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
制
度
的
意
義
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
て
こ
な

こ
こ
で
議
論
さ
れ
る
の
は
、

朝
集
使
・
税
帳
使
・
計
帳
使
（
大
帳
使
）
．
貢
調
使
（
調
庸
使
）

物
を
持
参
し
て
、
年
一
回
成
へ
赴
き
、
自
国
の
政
務
報
告
を
お
こ
な
っ
た
C

諸
国
の
官
人
を
直
接
管
轄
す
る
の
は
太
政
官
の
弁
官
で
あ
り
、

諸
国
の
帳
簿
は
弁
官
局
を
経
巾
し
て
関
係
官
庁
に
振
り
分
け
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
に
応
じ
て
太
政
官
で
の
裁
定
や
民
部
省
で
の
勘
会
業
務

か
っ
た
。

し
た
い
。

二
、
在
京
国
司
と
使
政

四
度
使
の
任
務
（
使
政
）

で
あ
り
、
諸
国
（
西
海
道
諸
国
は
大
宰
府
）

か
ら
毎
年
上
京
す
る
使
者
た
ち
、

の
こ
と
で
あ
る
。
四
度
使
は
別
々
の
時
期
に
担
当
す
る
案
件
の
帳
簿
．
貢
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行
者
を
「
便
使
」
と
呼
ん
だ
。
便
附
・
便
使
は
国
司
に
限
ら
ず
、
広
く
普
及
し
た
伝
達
手
段
で
あ
っ
た
。
便
使
と
委
託
元
の
関
係
は
位
階

の

t
下
に
拘
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
に
越
中
国
司
を
離
任
し
た
大
伴
家
持
の
惜
別
歌
か
ら
も
窺
わ
れ

る
。
国
守
家
持
の
離
任
に
合
わ
せ
て
、
次
官
以
下
の
国
司
が
大
躾
使
の
使
政
を
「
便
附
」
し
た
の
で
あ
る
。

便
附
は
、
公
卿
ク
ラ
ス
の
高
官
に
対
し
て
す
ら
お
こ
な
わ
れ
た
。
天
平
勝
宝
一
一
年
美
濃
国
司
解
に
は
美
濃
国
守
の
参
議
・
紫
微
大
弼
（
大

ぶ

31)

伴
兄
麻
呂
）
が
朝
集
使
を
務
め
た
こ
と
が
み
え
る
。
彼
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
か
知
る
す
べ
は
な
い
が
、
基
本
的
に
は
京
で
要
職

に
あ
た
り
、
任
国
に
常
駐
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
美
濃
国
か
ら
委
任
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
確
認
す
る
と
、
現
地
に
常
駐
し
な
い
地
方
官
が
国
務
に
関
与
し
た
か
否
か
を
明
確
に
峻
別
す
る
指
標
は
、
任
国
政
務
の

報
告
を
お
こ
な
う
使
政
に
関
係
す
る
か
否
か
だ
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
理
解
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
在
京
地
方

官
の
分
類
・
分
析
に
は
使
政
の
有
無
に
焦
点
を
当
て
れ
ば
よ
い
と
い
う
見
通
し
が
立
て
ら
れ
る
。
(32) 

右
の
展
望
に
立
つ
と
き
、
国
司
と
使
政
の
貴
重
な
史
料
と
な
る
の
が
右
の
交
替
式
文
で
あ
る
。

史
料
⑭
『
延
暦
交
替
式
』
第

4
1
条

一
、
調
庸
未
進
事

（
延
暦
―
―
十
二
年
奏
進
・
施
行
）

右
、
去
延
暦
八
年
五
月
十
五
日
下
諸
国
符
倫
、
得
一
備
中
国
朝
集
使
介
従
五
位
下
下
毛
野
朝
臣
年
継
解
状
征
吋
去
年
十
月
、
~

レ
使
入
レ
京
。
而
当
年
調
物
、
便
二
附
年
継
＿
。
依
レ
有
未
進
、
雖
数
遣
催
、
在
レ
国
之
官
、
曽
不
レ
存
レ
心
。
謹
検
＿
一
太
政
官
去

宝
亀
十
年
八
月
二
十
三
日
符
征
門
、
人
レ
京
公
使
、
無
竺
返
抄
者
、
不
レ
預
椅
務
、
奪
レ
料
申
送
者
。
今
国
司
等
、
偏
存
一
此
符
＼

専
累
使
人
、
無
レ
心
催
領
、
奉
レ
使
之
徒
、
労
苦
京
下
。
還
レ
任
之
日
、
即
奪
1

公
靡
1

、
在
レ
国
之
宰
、
曽
無
ー
一
相
催
一
。
班

信
之
日
、
競
望
優
給
、
未
進
不
レ
絶
、
則
由
於
此
一
。
望
請
、
如
レ
此
之
類
、
不
レ
論
彼
此
一
、
同
奪
其
料
一
者
。

A
刊
判
7

目
已
上
公
廟
、
共
奪
申
上
。

B
但
遥
附
・
便
附
者
、
不
レ
在
一
奪
例
者
。
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っ
た
。

〔
疋
ヵ
〕

以
前
、
承
前
条
例
、
如
レ
件
。
今
被
1

右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
依
レ
少
奪
レ
多
事
、
実
不
レ
穏
。
而
鮒
米
返
絹
、
一
物
未
進
、
則
偏
称

格
式
、
悉
奪
公
隊
。
於
レ
事
思
量
、
深
乖
弘
恕
―
。

C
自
今
以
後
、
宜
卜
国
司
史
生
己
上
、
各
作
差
法
、
准
未
進
数
＼
割

其
公
廂
、
随
レ
色
弁
備
、
進
中
納
京
庫
上
。
但
其
未
進
之
物
徴
収
、
以
充
公
廂
。
其
省
寮
計
会
、
毎
年
勘
出
。
然
則
、
未
進
之
源
、

従
レ
此
而
絶
c

D
自
余
事
条
、
一
依
口
先
符
一
者
。
省
宜
承
知
、
准
レ
勅
施
行
。

固
知
の
と
お
り
、
律
令
制
下
の
一
般
公
民
（
課
丁
）
に
は
調
・
庸
が
賦
課
さ
れ
た
。
部
内
百
姓
が
貞
納
し
た
調
庸
物
は
毎
年
冬
に
京
進

(

3

3

)

(

3

4

)
 

さ
れ
る
。
国
司
の
な
か
で
担
当
者
が
決
め
ら
れ
、
綱
領
・
運
脚
た
ち
を
引
率
し
て
大
蔵
省
な
ど
の
収
納
官
司
や
封
家
に
納
入
し
、
民
部
省
・

t
計
寮
で
納
入
の
審
介
（
勘
会
）
を
受
け
た
。
も
し
も
納
人
品
が
所
定
の
数
最
に
足
り
な
け
れ
ば
そ
の
国
の
国
司
は
処
罰
さ
れ
、
逆
に
問

(35) 

題
が
な
け
れ
ば
帰
国
の
途
に
就
く
。
も
と
も
と
律
令
の
原
則
で
は
、
租
税
の
貢
納
を
国
司
の
長
官
以
下
が
連
帯
し
、
不
足
が
生
じ
た
場
合

の
処
罰
も
全
員
で
分
担
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
八
世
紀
半
ば
に
貞
納
物
の
未
納
が
国
家
的
課
題
と
な
る
と
、
国
ご
と
の
責
任
者
を

明
確
に
し
て
納
入
状
況
の
改
善
を
図
る
専
当
制
が
導
入
さ
れ
る
。
調
庸
の
未
納
に
つ
い
て
は
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
、
各
国
で
調
庸
を
担
当

し
た
国
司
一
人
の
み
の
公
哨
稲
収
入
を
、
全
て
没
収
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
こ
の
宝
亀
十
年
官
符
に
も
不
備
が
あ
り
、
調
庸
の
担
当
国
司
が
自
身
で
京
進
せ
ず
に
、
他
の
国
司
に
任
務
を
「
便
附
」
す
る
迂
皿

策
を
見
逃
し
て
い
た
。
こ
の
懲
罰
方
法
で
は
代
理
人
の
み
に
科
罪
が
集
中
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
本
来
の
調
庸
担
当
者
は
科
罪
さ
れ
ず
、

現
地
で
未
納
分
の
充
填
対
処
に
努
め
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
備
中
介
の
下
毛
野
年
継
は
、
調
庸
の
貢
進
と
は
関
係
な
い
朝
集
使
と
し
て
前

(38-

年
十
月
に
入
京
し
た
。
翌
年
の
春
、
彼
が
ま
だ
在
京
す
る
こ
と
に
目
を
つ
け
た
備
中
の
調
庸
担
当
国
司
は
、
年
継
に
調
庸
貢
納
の
任
務
を

便
附
し
た
の
で
あ
る
。
件
の
法
的
欠
陥
に
よ
り
、
延
暦
七
年
納
入
分
の
備
中
国
調
庸
は
不
足
し
た
ま
ま
、
年
継
は
京
を
離
れ
ら
れ
な
く
な
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瘤
、
共
奪
申
卜
。

に
や
や
異
な
っ
た
文
面
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
物
未
進
、
則
偏
称

彼
の
訴
え
を
受
け
て
太
政
官
の
裁
定
（
官
判
）
が
下
さ
れ
、
調
庸
の
未
進
が
あ
れ
ば
国
司
目
以
上
全
員
の
公
廂
稲
を
没
収
す
る
連
坐
制

（
傍
線
部
A
)

へ
と
転
換
し
た
。
こ
こ
で
重
要
と
な
る
の
は
、
「
遥
附
・
便
附
」
さ
れ
た
官
人
を
対
象
外
と
し
た
こ
と
で
あ
り
、
委
託
を
受

け
た
国
司
の
責
を
間
わ
な
い
こ
と
が
延
暦
八
年
官
符
の
核
心
で
あ
っ
た
。
続
い
て
延
暦
十
四
年
に
至
る
と
、
国
司
四
等
官
に
加
え
て
史
生

に
ま
で
処
罰
対
象
者
を
拡
大
（
傍
線
部
C
)
し
た
3

こ
こ
で
も
「
遥
附
・
便
附
」
さ
れ
た
国
司
は
例
外
と
い
う
規
定
（
傍
線
部
D
)

は
残

(39) 

さ
れ
て
い
る
。
民
部
省
．

t
計
寮
へ
提
出
す
る
調
庸
帳
の
末
尾
に
は
、
調
庸
担
当
国
司
の
名
を
明
記
す
る
決
ま
り
で
あ
っ
た
。
応
対
す
る

弁
官
お
よ
び
省
・
寮
側
で
も
、
そ
の
国
司
が
本
来
の
使
者
（
専
使
）

れ
ゆ
え
傍
線
部
B
の
よ
う
に
、
未
納
の
徴
収
対
象
者
か
ら
便
附
さ
れ
た
国
司
を
除
外
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

以
上
が
史
料
⑭
の
概
要
で
あ
る
。
し
か
し
同
じ
官
符
が
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
奏
進
、
翌
年
施
行
の
『
貞
観
交
替
式
』

史
料
⑮
『
貞
観
交
替
式
』
第
2
4
条

一
、
調
庸
未
進
事

で
あ
る
か
便
使
に
す
ぎ
な
い
か
容
易
に
判
別
出
来
た
の
で
あ
る
こ
そ

で
は
次
の
よ
う

右
、
去
延
暦
八
年
五
月
十
五
日
下
諸
国
符
個
、
得
備
中
国
朝
集
使
介
従
五
位
下
下
毛
野
朝
臣
年
継
解
状
＼
去
年
十
月
、
奉
レ

使
入
レ
京
。
而
当
年
調
物
、
附
年
継
。
依
レ
有
未
進
、
雖
数
遣
催
一
、
在
レ
国
之
官
、
曽
不
レ
存
レ
心
。
謹
検
一
太
政
官
去
宝
亀

（術）

十
年
八
月
―
-
+
―
―
一
日
符
倫
、
入
京
公
使
、
無
返
抄
者
、
不
レ
預
一
教
監
務
＼
奪
レ
料
申
送
者
。
今
国
司
等
、
偏
存
一
此
符

□
専

累
使
人
、
無
レ
心
催
領
、
奉
使
之
徒
、
労
苦
京
下
。
還
任
之
日
、
即
奪
入
ム
昭
、
在
国
之
宰
、
曽
無
相
催
。
班
レ
料
之

〔

H
〕

日
、
鏡
望
一
優
給
一
。
未
進
不
レ
絶
、
則
由
於
此
。
望
請
、
如
レ
此
之
類
、
不
｀
疇
彼
此
、
同
奪
其
料
者
。
官
判
、
自
已
上
公

B
但
遥
住
便
附
者
、
不
レ
在
一
奪
例
一
者
。

以
前
、
承
前
条
例
、
如
レ
件
。
今
被
右
大
臣
宣
偏
、
奉
レ
勅
、
依
レ
少
奪
レ
多
事
、
実
不
レ
穏
。
而
鮒
米
疋
絹
、



132 

〔史〕

一
格
式
＼
悉
奪
入
ム
癬
。
於
レ
事
思
量
、
深
乖
弘
恕
。
自
今
以
後
、
宜
国
司
吏
生
已
上
、
各
作
一
差
法
、
准
未
進
数
、
割
一
其

公
隊
＼
随
レ
色
弁
備
、
進
二
納
京
庫
。
但
其
未
進
之
物
徴
収
、
以
充
公
靡
。
其
省
寮
計
会
、
毎
年
勘
出
。
然
則
、
未
進
之
源
、
ロ

此
而
絶
。
自
余
事
条
、

一
依
先
符
。

二
つ
の
官
符
を
対
照
さ
せ
る
と
、
大
き
な
相
違
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。

史
料
⑭
B

「
但
遥
附
便
附
者
」

史
料
⑮
B

「
但
遥
住
便
附
者
」

交
替
式
と
は
、
官
人
の
引
継
ぎ
事
務
（
交
替
政
）
に
関
わ
る
単
行
法
を
ま
と
め
た
法
令
集
で
あ
る
。
そ
の
編
纂
事
業
は
既
存
法
令
の
集

成
に
留
ま
ら
ず
、
編
纂
当
時
か
ら
み
て
無
効
に
な
っ
た
部
分
や
修
正
す
べ
き
法
令
に
注
品
を
付
し
た
。
そ
の
公
的
解
釈
が
『
延
暦
交
替
式
』

に
お
い
て
は
「
今
案
」
、
『
貞
観
交
替
式
』
に
お
い
て
は
「
新
案
」
と
し
て
付
記
さ
れ
、
披
見
者
に
有
効
法
の
誤
認
を
生
じ
さ
せ
な
い
工
夫

が
施
さ
れ
た
。
加
え
て
、
菊
地
礼
子
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
追
記
で
変
更
を
示
さ
ず
に
直
接
原
法
令
の
語
旬
を
書
き
換
え
た
条
文
（
『
延
暦

{40} 

交
替
式
』
第
2
7
条
）
が
存
在
す
る
。
ま
た
福
井
俊
彦
は
、
原
法
令
の
字
句
を
部
分
的
削
除
・
整
理
し
た
事
例
を
指
摘
し
た
が
、
い
ず
れ

も
『
延
暦
交
替
式
』
に
お
け
る
事
例
で
あ
る
。

二
氏
の
成
果
が
現
在
で
も
交
替
式
研
究
の
先
端
に
あ
り
、
『
貞
観
交
替
式
』
に
は
原
法
令
の
直
接
書
き
換
え
は
今
日
に
い
た
る
ま
で
発
見

さ
れ
て
お
ら
ず
、
課
題
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
『
貞
観
交
替
式
』
の
写
本
は
前
田
家
本
以
外
に
現
存
し
な
い
た
め
、
誤
字
脱
字

(42) 

の
確
認
も
必
要
で
あ
る
。
史
料
⑭
B
と
史
料
⑮
B
の
相
違
は
単
な
る
誤
写
か
、
意
図
的
編
集
で
あ
る
の
か
を
憤
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
史
料
⑮
が
『
政
事
要
略
』
巻
五
一
交
替
雑
事
・
調
庸
未
進
事
の
冒
頭
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
般
に
普
及
し
た
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
で
当
該
箇
所
を
確
認
す
る
と
、
「
遥
住
」
で
は
な
く
「
遥
任
」
と
あ
る
。
ま
た
国
史
大
系
本
と
系

ら
な
い
。
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前
田
家
本
『
貞
観
交
替
式
』

(43
、

一
致
し
て
「
遥
任
」
と
記
し
て
い
る
。
加
え
て
、
法
制
史
料
上
に
「
遥
住
」
の
例
は
見
出
せ

一
般
的
に
「
任
」
と
「
住
」
の
字
形
が
酷
似
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
『
貞
観
交
替
式
』
に
は
本
来
「
遥
任
」
と
あ
り
、

の
「
遥
住
」
は
誤
写
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
史
料
⑮
は
遥
任
官
の
法
令

次
に
、
こ
れ
が
史
料
⑭
B
か
ら
書
き
換
え
ら
れ
た
理
由
を
探
り
た
い
。
ま
ず
、
「
遥
附
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
「
逆
か

に
」
＋
「
附
す
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
か
ら
推
測
す
る
限
り
、
遠
方
の
人
物
へ
の
付
託
、
た
と
え
ば
国
府
か
ら
在
京
の
国
司
へ
と
い
っ
た

(44) 

意
味
合
い
が
ま
ず
想
定
さ
れ
よ
う
。
早
川
庄
八
は
遥
附
を
「
在
京
し
て
い
る
使
者
」
に
附
す
こ
と
と
簡
単
に
定
義
し
た
。
「
遥
附
」
が
登
場

{45) 

史
料
⑯
『
類
緊
三
代
格
』
巻
七
下
・
公
文
事
・
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
正
月
二
十
三
日
付
官
符

不
レ
可
レ
遥
附
公
文
事

右
、
被
大
納
言
正
三
位
紀
古
佐
美
宣
個
、
奉
レ
勅
、
参
議
已
上
・
左
右
大
弁
・
八
省
卿
者
、
任
典
群
寮
、
所
レ
掌
亦
重
。
而
今
所

レ
帯
諸
国
公
文
、
参
対
諸
司
、
触
レ
事
不
レ
便
。
自
今
以
後
、
宜
レ
停
遥
附
l
o

こ
れ
は
参
議
や
八
省
長
官
な
ど
勅
任
官
の
兼
国
官
人
に
対
し
て
、
使
政
委
託
を
禁
制
し
た
官
符
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
遥
附
は
、
勅
任
官

た
ち
に
諸
寮
に
お
け
る
公
文
提
出
を
委
託
す
る
こ
と
に
あ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
は
史
料
⑭
と
同
じ
く
、
使
政
の
便
附
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し

た
が
っ
て
便
附
と
遥
附
に
、
委
託
に
お
け
る
距
離
以
外
の
相
違
は
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

発
布
の
原
因
と
な
る
「
不
便
」
は
、
何
を
意
味
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
主
税
・
主
計
寮
で
お
こ
な
う
国
術
文
書
の
審
査
，
参

対
）
に
、
官
制
上
は
諸
寮
を
差
配
す
る
高
官
が
出
頭
し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

上
相
当
の
上
級
官
人
を
審
間
す
る
と
い
う
歪
な
状
況
の
現
出
が
原
因
で
あ
り
、
そ
れ
が
勘
会
業
務
に
支
障
を
来
た
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う

太
政
官
符

す
る
数
少
な
い
法
令
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

史
料
と
し
て
扱
い
得
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

な
い
こ
と
と
、

統
を
異
に
す
る
『
政
事
要
略
』

の
写
本
が
、

つ
ま
り
、
下
級
官
人
で
あ
る
寮
官
が
四
佗
以
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考
え
る
と
、
当
該
官
符
が
下
さ
れ
た
背
景
が
理
解
で
き
よ
う
。
事
書
だ
け
を
読
む
限
り
、
諸
日
に
公
文
の
「
遥
附
」
を
禁
止
し
た
も
の
と

読
め
る
。
し
か
し
事
実
書
に
目
を
移
す
と
、
問
題
の
根
幹
は
勅
任
官
た
ち
の
「
参
対
」
に
あ
る
。
当
該
格
の
意
図
は
便
附
（
遥
附
）
全
般

の
禁
止
で
は
な
く
、
兼
国
す
る
勅
任
官
へ
の
委
任
を
禁
じ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
史
料
⑯
は
遥
附
全
般
の
禁
止

で
は
な
く
、
史
料
⑭
や
⑮
胄
時
も
遥
附
行
為
は
可
能
で
あ
っ
た
°
実
際
、
私
見
の
よ
う
に
考
え
な
け
れ
ば
、
史
料
②
が
出
さ
れ
た
背
景
を

こ
の
よ
う
に
確
認
し
た
卜
で
話
を
史
料
⑮
に
戻
す
。
遥
任
11

遥
授
と
仮
定
し
た
場
合
、
傍
線
部
B
が
間
題
と
な
る
。
委
託
を
受
け
る
対

象
者
と
し
て
、
当
該
箇
所
は
「
遥
任
」
官
11

遥
授
の
官
人
、
そ
し
て
便
附
さ
れ
た
官
人
と
い
う
―
一
種
を
挙
げ
て
い
る
。
遥
授
官
に
関
し
て

は
前
述
の
と
お
り
、
水
和
七
年
勅
に
よ
っ
て
使
政
委
託
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
罰
則
の
対
象
外
と
な
る
委
託
対
象
と
し
て
「
遥
任
」
の
官

が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
遥
授
の
官
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
貞
観
九
年
撰
進
の
史
料
⑮
と
、
承
和
七
年
の
史
料
②
は
明
ら
か
に
矛
盾
す

る
。
書
き
換
え
を
施
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
既
存
の
規
定
と
矛
盾
し
た
と
い
う
経
緯
を
想
定
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
遥
任

逆
に
遥
任
と
遥
授
は
異
な
る
と
仮
定
し
よ
う
。
前
章
で
論
じ
た
と
お
り
、
遥
授
人
は
任
国
の
使
政
に
関
与
さ
せ
な
い
と
承
和
七
年
格
が

保
証
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
承
和
七
年
格
が
有
効
法
で
あ
っ
た
当
時
、
「
遥
附
・
便
附
」
を
「
遥
任
・
便
附
」
へ
と
交
替
式
編
者
が
変
更

し
た
要
因
は
、
「
遥
任
」
と
「
遥
授
」
の
相
違
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
史
料
②
（
『
貞
観
格
』
）
は
法
令
で
あ
り
、
既
存
の
勅

と
相
矛
盾
し
た
規
定
を
貞
観
交
替
式
編
纂
者
が
意
図
的
に
生
み
出
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
「
遥
附
」
を
「
遥
任
」

と
に
な
る
。

11

遥
授
と
い
う
仮
定
は
是
認
し
が
た
い
。

理
解
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

へ
と
書

き
換
え
た
原
因
は
、
『
貞
観
交
替
式
』
門
時
、
「
遥
任
」
の
官
に
対
し
て
使
政
の
委
託
（
便
附
．
遥
附
）
が
可
能
で
あ
っ
た
た
め
と
い
う
こ

つ
ま
り
『
貞
観
交
替
式
』
嗣
纂
が
終
え
た
貞
観
九
年
十
一
月
十
一
日
以
前
の
時
点
で
、
遥
任
官
と
は
地
方
国
府
か
ら
公
文
を

委
託
さ
れ
得
る
ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
遥
任
11

遥
授
と
い
う
古
く
か
ら
の
通
説
的
理
解
は
成
立
し
得
ず
、
ま
た
遥
任
官
は
遥
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授
官
を
包
括
す
る
用
語
と
し
た
木
内
の
理
解
も
不
適
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

使
政
の
委
託
を
手
掛
か
り
に
、
遥
任
・
遥
授
官
を
考
察
し
て
き
た
。
第
一
章
で
は
、
遥
授
国
司
が
通
説
通
り
、
留
京
し
た
ま
ま
国
司
と

し
て
の
職
務
と
責
任
を
一
切
間
わ
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
遥
任
官
の
様
相
に
不
明
点
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
克
服
を
第
二
章

で
試
み
た
。
第
二
章
で
は
、
ま
ず
在
京
す
る
地
方
官
と
そ
の
職
務
関
与
の
有
無
が
京
進
公
文
の
代
行
が
指
標
に
な
る
と
考
え
た
。
そ
の
見

通
し
の
下
、

四
度
使
を
中
核
と
す
る
使
政
お
よ
び
そ
の
便
附
．
遥
附
を
検
討
し
、
史
料
②
の
発
令
を
受
け
て
『
貞
観
交
替
式
』
に
書
さ
換

え
が
実
施
さ
れ
た
と
論
じ
た
。
そ
し
て
遥
任
官
と
遥
授
官
の
相
違
が
、
使
政
の
遥
附
の
有
無
、

あ
る
と
推
定
し
た
。

ー
、
遥
任
・
遥
授
は
法
制
用
語
で
あ
り
、
共
に
地
方
官
へ
の
特
殊
な
任
官
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
地
方
官
と
し
て
の
職
務
の
関
与
に

II
、
遥
授
官
は
任
地
に
一
度
も
赴
任
せ
ず
、
ま
た
地
方
官
の
職
務
も
果
た
さ
な
い
官
人
で
あ
る
。

III
、
遥
任
官
は
任
地
に
常
駐
せ
ず
に
、
地
方
官
の
職
務
（
本
稿
で
は
主
に
使
政
を
確
認
）
を
果
た
す
。

遥
任
官
が
使
政
に
関
与
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
地
方
官
と
し
て
の
職
務
を
果
た
す
ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
遥
授
官
は
一
切
地
方
官
の
職
責
を
負
わ
な
い
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
国
務
に
関
与
し
う
る
「
遥
任
」
官
は
、
遥
授
官
と
似

て
非
な
る
任
官
形
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
慣
例
的
立
場
（
旧
慣
）
が
法
制
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
遥
授
官
の
制
度
が
確
立
し
、
資
養
等

を
目
的
と
す
る
「
遥
授
」
官
と
峻
別
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
遥
任
官
の
初
見
は
文
徳
朝
の
仁
寿
元
年
に
下
る
の
で
あ
ろ
う
。
遥
任
と
遥

検
討
結
果
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

お
わ
り
に
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授
を
同
義
と
し
た
旧
来
の
理
解
は
不
適
当
で
あ
り
、
遥
任
官
は
遥
授
官
と
区
別
す
る
形
で
後
発
的
に
生
ま
れ
た
任
官
用
語
と
考
え
ら
れ

本
稿
冒
頭
で
令
制
地
方
官
を
三
種
に
整
理
し
た
が
、
そ
れ
ら
に
遥
任
・
遥
授
が
対
応
す
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。

2
京
に
常
駐
（
あ
る
い
は
必
要
な
時
だ
け
下
向
）
し
て
地
方
官
と
し
て
執
務
す
る
者

一
般
地
方
官

日
本
に
お
け
る
遥
授
官
は
官
人
厚
遇
策
の
一
環
で
あ
り
、
そ
の
待
遇
は
当
然
、
古
代
官
人
た
ち
の
要
望
お
よ
び
古
代
国
家
の
政
策
を
反

映
し
た
結
果
で
あ
る
。
古
代
律
令
国
家
を
構
成
す
る
官
人
た
ち
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
希
求
す
る
も
の
は
留
京
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は

皇
族
•
藤
原
氏
以
下
の
中
央
氏
族
ほ
ぽ
全
て
が
畿
内
豪
族
の
系
譜
を
ひ
く
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
。
中
央
氏
族
は
、
自
身
ら
の
利
益
代
表

者
を
五
位
以
上
官
人
（
大
夫
）
と
し
て
政
界
へ
送
り
込
む
こ
と
が
そ
の
存
続
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
地
方
官
と
し
て
の
赴
任
が
忌
避

さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
日
向
臣
が
筑
紫
大
宰
帥
に
任
じ
ら
れ
る
と
「
世
人
、
相
謂
之
曰
、
是
隠
流
乎
」
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、

古
く
律
令
制
以
前
よ
り
畿
内
を
離
れ
て
地
方
へ
赴
任
す
る
こ
と
は
、
左
遷
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
側
面
を
有
し
て
い
た
。

し
か
し
、
大
宝
令
制
で
郡
司
よ
り
も
少
な
い
職
分
田
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
地
方
官
の
俸
給
は
、
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
以
降
の
公
廂

稲
制
度
の
整
備
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
官
人
処
遇
策
の
一
環
と
し
て
、
地
方
に
空
官
が
任
じ
ら
れ
、
臨
時
の
恩

寵
や
天
皇
に
近
し
い
官
人
へ
の
厚
遇
が
は
じ
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
動
向
は
ま
ず
奈
良
期
半
ば
、
赴
任
を
し
な
い
員
外
国
司
の
登
場
と

し
て
具
現
化
し
、
弘
仁
期
に
形
を
変
え
て
遥
授
官
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

弘
仁
年
間
を
迎
え
る
ま
で
、
遥
授
・
遥
任
に
相
当
す
る
呼
称
が
登
場
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
両
者
の
登
場
す
る

背
景
に
桓
武
朝
以
降
の
地
方
政
策
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
平
安
初
期
に
入
る
と
、
国
守
を
中
心
に
し
て
公
卿
の
兼
国

る。

3
京
に
常
駐
し
て
地
方
官
と
し
て
執
務
し
な
い
者

遥
授
官

1
現
地
に
常
駐
し
て
地
方
官
と
し
て
執
務
す
る
者

遥
任
官
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（表
2
参
照
）

ー「遥任」・「遥授」をめぐって一

(48) 

が
急
増
し
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
期
を
同
じ
く
し
て
、
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
頃
に
は
勘
解
由
使
が
設
置
さ
れ
、
解
由
状
の
監
査
制

(49) 

度
が
刷
新
さ
れ
た
。

公
卿
の
兼
国
が
増
加
す
る
と
、
各
国
国
司
の
代
表
者
が
必
ず
し
も
長
官
で
は
な
い
国
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
通
常
の
長

官
を
惣
判
者
と
す
る
前
提
は
通
用
せ
ず
、
責
任
者
が
長
官
な
の
か
否
か
不
明
確
な
国
が
増
え
て
し
ま
う
。
お
そ
ら
く
空
官
は
大
宝
令
施
行

直
後
か
ら
あ
る
程
度
存
在
し
、
通
常
の
地
方
官
と
混
在
す
る
形
で
補
任
さ
れ
て
い
た
が
、
国
史
に
は
そ
の
旨
が
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
今
日
の
我
々
に
と
っ
て
判
別
が
困
難
で
あ
る
。

空
官
は
、
唐
制
の
遥
授
官
を
継
受
す
る
形
で
弘
仁
二
年
（
八
一

-
）
に
初
見
す
る
が
、
こ
の
動
向
は
多
く
の
兼
国
者
を
抱
え
る
諸
国
の

地
方
政
策
と
国
司
監
察
の
在
り
方
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
。
遥
授
官
が
初
見
す
る
弘
仁
年
間
に
、
「
官
長
」
が
法
令
の
対
象
者
と

(50) 

し
て
頻
出
し
は
じ
め
た
。
官
長
は
官
司
に
お
け
る
長
官
・
次
官
の
う
ち
、
現
実
の
責
任
者
を
指
し
示
す
律
令
用
語
で
あ
る
。
国
司
の
う
ち

の
だ
れ
が
遥
授
官
で
あ
り
、
だ
れ
が
実
際
の
国
務
責
任
者
で
あ
る
か
区
別
す
る
こ
と
は
当
時
、
地
方
収
取
と
監
察
体
制
の
強
化
を
す
す
め

(51) 

る
古
代
国
家
に
と
っ
て
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
た
。
仁
明
天
皇
が
述
べ
た
「
旧
貫
」
は
、
遥
授
官
が
初
見
す
る
嵯
峨
朝
ま
で
に
生
じ

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
承
和
七
年
（
八
三
九
）
勅
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
遥
授
国
司
の
地
位
が
明
確
に
立
法
化
さ
れ
た
。
そ
れ

は
遥
授
官
が
確
立
す
る
画
期
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
京
で
地
方
官
の
職
務
（
主
に
使
政
で
あ
ろ
う
）
を
果
た
す
遥
任
官
と
い
う
用
語
が

生
ま
れ
る
端
緒
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
遥
授
官
の
制
度
は
、

日
本
の
地
方
官
制
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
永
く
存
続
し
た
。

平
安
前
期
に
入
り
、
よ
う
や
く
日
本
の
律
令
国
家
は

2
や
3
の
よ
う
な
地
方
官
の
把
握
に
乗
り
出
し
た
と
い
え
よ
う
。
遥
授
官
の
登
場

は
、
政
務
を
と
る
一
般
的
国
司
を
明
確
化
し
て
い
く
国
家
的
政
策
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
国
司
が
地
方
支
配
官
と
し

て
官
僚
化
さ
れ
、
中
央
政
府
の
も
と
に
一
元
化
さ
れ
て
ゆ
く
現
れ
で
あ
り
、
国
司
官
長
が
徴
税
と
行
政
責
任
を
一
身
で
請
け
負
う
受
領
制
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脚
註
(
l
)

拙
稿
「
国
司
官
長
の
再
検
討
」
（
『
日
本
歴
史
』
八
三
二
号
、
―

-
0
一
七
年
）
Q

(
2
)

養
老
選
叙
令
5
任
両
官
条
及
び
『
令
義
解
』
同
条
。

(
3
)

『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
（
七

0
二
）
八
月
辛
亥
条
に
み
え
る
、
大
宰
帥
を
兼
任
し
た
大
納
言
石
上
麻
呂
で
あ
る
。
彼
は
故
右
大
臣
阿
倍
御
主

人
へ
の
弔
間
に
遣
わ
さ
れ
た
と
『
続
日
本
紀
』
大
宝
四
年
（
七

0
四
）
閏
四
月
辛
酉
是
日
条
に
み
え
て
お
り
、
現
地
に
常
駐
し
な
か
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

(
4
)

村
井
康
彦
「
平
安
中
期
の
官
術
財
政
」
（
『
古
代
国
家
解
体
過
程
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
は
、
中
央
財
政
を
支
え
て
い
た
調
庸

制
の
衰
退
に
伴
い
、
十
世
紀
半
ば
に
諸
国
正
税
租
穀
の
遥
授
制
（
外
庫
支
給
）
へ
と
移
行
し
、
給
付
の
国
家
的
責
任
が
放
棄
さ
れ
て
い
く
と
論
じ

て
い
る
。

(
5
)

代
表
的
な
も
の
は
、
佐
藤
全
敏
「
日
本
古
代
の
四
等
官
制
」
及
び
「
止
倉
院
文
書
か
ら
み
た
令
制
官
司
の
四
等
官
制
」
（
『
平
安
時
代
の
天
皇

と
官
僚
制
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
―

-
0
0
八
年
、
前
者
の
初
出
は
一

1
0
0
七
年
、
後
者
は
新
稿
）
。

(
6
)

喜
田
貞
吉
「
国
司
制
の
変
遷
」
（
『
喜
田
貞
吉
著
作
集
3

国
史
と
仏
教
史
』
所
収
、
平
凡
杜
、
一
九
八
一
年
、
初
出
は
一
八
九
七
年
）
、
滝
川

政
次
郎
「
地
方
行
政
制
度
か
ら
観
た
る
農
民
生
活
」
（
『
律
令
時
代
の
農
民
生
活
』
所
収
、
乾
元
社
、
一
九
五
―
一
年
、
初
出
は
一
九
―
一
六
年
）
。

(
7
)

吉
村
茂
樹
「
遥
任
並
び
に
年
官
の
制
」
（
『
国
司
制
度
崩
壊
に
関
す
る
研
究
』
所
収
、
東
大
出
版
会
、
一
九
五
七
年
）
。

(
8
)

泉
谷
康
夫
「
任
用
国
司
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
中
世
社
会
成
立
史
の
研
究
』
所
収
、
裔
科
書
店
、
一
九
九
一
一
年
、
初
出
は
一
九
七
四
年
）
。

(
9
)

渡
辺
滋
「
平
安
時
代
に
お
け
る
任
用
国
司
」
（
「
続
日
本
紀
研
究
』
四

0
一
号
所
収
、
―

!
0
1
―
一
年
）
及
び
「
任
官
関
係
文
書
に
見
る
当
事
者

主
義
」
（
『
日
本
占
代
文
書
研
究
』
所
収
、
思
文
閣
‘
―

1
0
一
四
年
）
、
『
訳
註
日
本
史
料
延
喜
式
』
中
巻
（
集
英
社
、
二

0
0
七
年
）
の
民
部
上

1
1
0
遥
授
匡
司
条
頭
注
。

(10)

原
田
重
「
遥
授
国
司
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
六
十
号
、

の
成
立
に
不
可
欠
な
ド
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
三
年
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一
九
九
七
年
）
。

(11)

木
内
某
容
子
「
遥
授
国
司
制
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
史
料
と
研
究
』
三
号
、

(12)

整
老
公
式
令
8
7
外
官
赴
任
条
。

(13)

史
料
ー
の
「
半
分
焉
」
は
簡
潔
で
多
義
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
も
し
岡
分
の
一
の
さ
ら
に
「
半
分
」
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ば
「
其
半
分
焉
」
の

よ
う
に
指
不
語
が
つ
く
は
ず
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
本
論
の
よ
う
に
読
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

(14)

新
訂
増
補
国
史
大
系
本
の
底
本
で
あ
る
谷
森
本
は
、
記
事
末
尾
に
欠
落
が
あ
る
。
不
備
の
な
い
記
事
が
三
条
西
家
本
を
底
本
と
す
る
東
山
御

文
庫
蔵
の
巻
子
本
（
勅
封
じ
三
'
―
-
。
早
稲
田
大
学
戸
山
図
書
館
所
蔵
写
真
帳
・
請
求
記
号
：

J
2
1
o
・
0
8
.
1
0
0
7
.
8
2
を
利
用
）
に
収

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
翻
刻
し
て
史
料
③
と
し
て
掲
げ
た
。
写
本
系
統
の
研
究
に
は
、
遠
藤
慶
太
「
『
続
日
本
後
紀
』
の
写
本
に
つ
い
て
」
（
『
平
安

勅
撰
史
書
研
究
』
所
収
、
皇
學
館
大
学
出
版
、
二

0
0
六
年
、
初
出
は
二

0
0
四
年
）
が
あ
り
、
当
該
条
を
収
録
し
た
『
続
日
本
後
紀
』
巻
九
の

最
善
本
は
、
三
条
西
家
本
を
写
し
た
谷
森
善
臣
旧
蔵
冊
子
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
・
請
求
記
号
;
行

4
5
4
)
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

鹿
内
浩
胤
「
『
続
日
本
後
紀
』
現
行
本
文
の
成
立
過
程
」
（
『
日
本
古
代
典
籍
史
料
の
研
究
』
所
収
、
思
文
閣
、
二

0
1
―
年
、
初
出
は
二

0
0
九
年
）

が
論
じ
た
よ
う
に
、
東
山
御
文
庫
巻
子
本
は
谷
森
本
が
伝
え
な
い
記
事
を
多
数
収
録
し
て
お
り
貴
重
で
あ
る
。

(15)

『
類
緊
一
三
代
格
』
巻
十
二
諸
使
井
公
文
事
・
承
和
七
年
五
月
二
日
付
官
符

応
レ
停
止
諸
使
便
附
遥
授
人
事

右
、
検
案
内
、
去
延
暦
二
十
一
年
八
月
二
十
七
日
格
倫
、
右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
諸
国
調
庸
専
当
歴
名
、
附
1

大
帳
使
＼
依
レ
例
申
送
。
而
使

人
予
知
物
狗
悪
、
規
求
遁
去
、
遂
称
病
故
＼
便
附
在
京
国
司
等
、
調
物
濫
悪
、
従
レ
此
而
生
。
即
此
法
令
雖
レ
有
二
科
条
一
、
所
司
空
レ

能
遵
奉
。
今
被
右
大
臣
宣
倫
、
奉
勅
、
内
官
之
吏
、
無
レ
禄
之
人
、
夙
夜
服
レ
事
、
身
乏
衣
食
。
因
レ
ザ
絃
、
或
兼
ー
一
牧
宰
一
、
猶
直
本
任

、
或
ー
タ
吏
身
留
尿
華
、
皆
将
如
旧
レ
以
俸
廂
＼
令
ー
レ
得
代
耕
＿
。
而
諸
国
皆
忘
旧
貰
、
便
附
使
政
一
、
公
文
惑
於
失
錯
、
貢

物
煩
於
鹿
悪
。
諸
使
擁
塞
、
職
此
之
由
。
宜
卜
下
右
付
諸
道
＼
勿
ー
レ
令
更
然
。

(16)

『
類
緊
三
代
格
』
巻
万
定
秩
限
事
・
承
和
一
一
年
（
八
三
五
）
七
月
―
―
一
日
付
官
符
「
諸
国
守
介
四
年
為
レ
歴
事
」
に
よ
っ
て
、
諸
国
国
司
・
史
生

の
任
期
は
四
年
間
と
定
め
ら
れ
た
C

(
1
7
)利
光
三
津
夫
•
長
谷
山
彰
「
貞
観
の
讃
岐
国
百
姓
闘
殺
一
件
」
（
『
新
裁
判
の
歴
史
』
所
収
、
成
文
堂
、

(18)

『
平
安
遺
文
』
一
＇
一
五
二
号
・
貞
観
九
年
―
一
月
十
六
日
讃
岐
国
司
解
。

一
九
八
九
年
）
。
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(19)

『
類
緊
三
代
格
』
巻
七
牧
宰
事
・
延
暦
五
年
（
七
八
六
）
四
月
十
九
日
付
太
政
官
謹
奏
に
は
「
国
宰
・
郡
司
・
鎮
将
・
辺
要
等
官
、
到
任
―
―
―

年
之
内
、
政
治
灼
然
。
前
件
二
条
已
上
者
、
伏
望
、
五
位
已
上
者
、
量
レ
事
進
レ
階
。
六
位
已
下
者
、
擢
之
不
レ
次
、
授
以
二
五
位
＿
」
と
い
う
勧
賞

規
定
が
あ
り
、
「
到
任
」
は
着
任
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(20)

『
延
喜
式
』
太
政
官
式
3
2
解
由
程
限
条

凡
内
外
諸
司
解
由
者
、
惣
令
レ
進
二
通
。
其
程
限
者
、
官
長
・
任
用
、
各
依
受
領
・
勘
知
之
程
。
並
申
畢
、
即
下
二
式
部
省
井
勘
解
由
使
一
0

若
不
レ
進
二
通
一
者
、
返
却
不
レ
下
。
（
後
略
）

『
延
喜
式
』
太
政
官
式
3
7
未
勘
知
条

凡
内
外
諸
司
任
用
之
輩
、
新
到
任
後
、
未
勘
知
前
、
不
レ
得
下
轍
注
未
勘
知
、
申
中
前
司
解
由
与
・
不
状
ー
。
但
到
任
之
間
、
有
遷
替
人
、

可
レ
過
程
期
1

者
、
乃
聴
レ
注
レ
之
。

(21)

延
喜
式
の
不
得
差
使
条
に
示
す
遥
任
国
司
と
明
記
し
た
解
由
免
除
規
定
は
、
延
喜
二
十
二
年
以
降
の
「
延
喜
交
替
式
』
施
行
ま
で
の
間
に
初

め
て
法
的
に
確
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
前
に
遥
任
国
司
の
解
由
取
得
の
有
無
は
個
別
に
勘
申
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

(22)

福
井
俊
彦
「
延
喜
交
替
式
の
絹
纂
」
（
『
交
替
式
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
。

(23)

事
例
と
し
て
『
類
緊
三
代
格
』
巻
五
・
交
替
井
解
由
事
・
貞
観
十
―
一
年
十
―
一
月
ニ
ト
五
日
付
官
符
「
一
、
可
レ
定
卜
匡
司
已
下
、
不
レ
待
解
由

与
入
レ
京
並
帰
本
郷
科
責
ー
事
」
を
参
照
。

(24)

北
宋
「
天
聖
雑
令
」
附
載
不
行
唐
雑
令
第
1
3
条

（

）

内

は

双

行

。

諸
勲
官
、
及
三
衛
諸
軍
校
附
以
下
、
諸
番
首
領
・
帰
化
人
・
迂
遠
人
・
遥
授
官
等
告
身
、
並
官
紙
及
筆
為
レ
写
（
其
勲
官
・
三
衛
校
討
以
下
、
附

朝
集
使
、
立
レ
案
分
付
。
迂
遠
人
附
便
使
一
及
駅
送
。
）
若
欲
自
写
一
、
有
京
官
職
及
純
麻
以
上
、
親
任
京
官
為
に
与
者
、
並
聴
゜

ゲ
イ
エ
ン
ニ
ン

右
の
令
条
は
武
官
及
び
諸
蕃
首
領
・
帰
化
人
・
迂
遠
人
た
ち
に
告
身
（
官
品
・
官
職
の
授
与
証
）
笙
写
と
そ
の
公
費
補
助
を
認
め
、
逓
送
方
法
も

規
定
し
た
令
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
種
類
の
官
人
と
並
ん
で
遥
授
官
も
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
職
掌
規
定
で
は
な
い
。
影
印
は
天
一
閣
博

物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
天
聖
令
整
理
課
題
組
校
証
『
天
一
閣
蔵
明
紗
本
天
聖
令
校
証
附
庫
令
復
原
研
究
』
（
中
華
書
局
、
二

0
0
六

年
）
を
参
照
。

(25)

劉
後
濱
「
唐
代
告
身
的
抄
写
与
給
付
ー
《
天
聖
令
・
雑
令
》
唐
1
3
条
釈
読
」
（
『
唐
研
究
』
十
四
巻
‘
―

1
0
0
八
年
）
、
頼
亮
郡
「
遥
授
官
・
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迂
遠
人
与
唐
代
的
告
身
給
付
ー
《
天
聖
令
・
雑
令
》
唐
l

3
条
再
釈

(
l
)
」
（
『
新
史
料
・
新
観
点
・
新
視
覚
ー
《
天
聖
令
論
集
》
（
下
）
』
所
収
、

元
照
出
版
有
限
公
司
、
二

0
―
一
年
）
。

(26)

『
旧
唐
書
』
巻
四
四
・
志
第
一
一
四
・
職
官
一
＾
一
・
内
侍
省
条
。

(27)

劉
前
掲
論
文
。

(28)

永
田
英
明
「
駅
制
運
用
の
展
開
と
変
質
」
（
『
日
本
古
代
駅
伝
馬
制
度
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二

0
0
四
、
初
出
は
一
九
九
六
）
。

(29)

今
日
に
い
た
る
ま
で
便
附
の
詳
論
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
早
川
庄
八
「
天
平
六
年
出
雲
国
計
会
帳
の
研
究
」
（
『
日
本
古
代
の
文
書
と
典
籍
』
所

収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
、
初
出
は
一
九
六
二
年
）
、
永
田
英
明
「
馳
駅
制
度
と
文
書
伝
達
」
（
前
掲
書
所
収
、
初
出
は
一
九
九
七
年
）
が

間
接
的
に
検
討
し
て
い
る
。
地
方
国
司
か
ら
の
文
書
京
進
は
、
専
使
を
派
遣
す
る
直
送
と
、
便
使
に
附
し
て
送
る
逓
送
の
一
一
種
類
が
あ
っ
た
。
後

者
は
別
の
目
的
で
ヒ
京
す
る
使
者
に
委
託
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
便
使
へ
の
附
送
を
「
便
附
」
と
呼
ん
だ
。
右
の
使
い
分
け
に
関
し
て
は
、
国

司
の
欠
員
報
告
を
規
定
す
る
選
叙
令
8
在
官
身
死
条
に
対
す
る
一
―
つ
の
明
法
注
釈
が
参
考
に
な
る
。

『
令
集
解
』
選
叙
令
8
在
官
身
死
条
・
令
釈

釈
云
、
「
皆
則
言
上
」
、
謂
附
一
一
便
使
一
。
若
元
使
次
者
、
附
専
使
耳
。
古
記
（
同
古
記
）

天
平
十
年
（
七
三
九
）
ご
ろ
に
成
立
し
た
古
記
と
、
延
暦
六
年
（
七
八
七
）
か
ら
十
年
ま
で
に
成
立
し
た
令
釈
に
よ
れ
ば
、
諸
国
の
専
使
は
「
次
」

と
な
る
使
者
、
つ
ま
り
便
使
が
い
な
い
場
合
に
限
っ
て
派
遣
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
『
令
集
解
』
各
注
釈
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
井
上
光
貞

「
日
本
律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
書
」
（
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
を
参
照
。

(
3
0
)『
万
葉
集
』
巻
一
九
•
四
二
七
四
番

便
附
大
帳
使
一
、
取
八
月
五
旦
、
応
レ
入
京
師
。
囚
レ
此
、
以
四
日
一
、
設
国
厨
之
碑
防
、
於
介
内
蔵
伊
美
吉
縄
麻
呂
館
＼
餞
レ
之
。
子

レ
時
、
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌
一
首
。

し
な
ざ
か
る
越
に
五
箇
年
、
住
み
住
み
て
、
立
ち
別
れ
ま
く
、
惜
し
き
初
夜
か
も
。

(31)

天
平
勝
宝
二
年
四
月
二
十
一
一
日
美
濃
国
司
解
（
『
大
日
本
古
文
書
』
三
＇
三
九

0
、
東
南
院
五
櫃
十
一
）
。

(32)

史
料
⑪
の
典
拠
に
は
『
石
山
寺
資
料
叢
書
史
料
篇
ー
』
（
法
蔵
館
、
一
九
九
六
年
）
、
史
料
⑫
に
は
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
三
五
（
八
木

書
店
、
―

1
0
0
五
年
）
を
使
用
し
、
ま
た
『
政
事
要
略
』
穂
久
爾
文
庫
本
は
早
稲
田
大
学
戸
山
図
書
館
所
蔵
写
真
帳
（
請
求
記
号
；

J
2
1
0
.
0
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8
.
1
0
0
7
.
0
7
)
を
利
用
し
た
。
民
部
省
に
よ
る
公
文
勘
会
を
中
核
と
し
た
地
方
官
監
察
が
、
勘
解
由
使
勘
判
と
填
償
制
へ
と
変
遷
す
る
こ

と
は
梅
村
喬
「
民
部
省
勘
会
と
勘
解
由
使
勘
判
」
（
『
日
本
古
代
財
政
組
織
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、
初
出
は
一
九
七
五
年
）

を
参
照
。

(33)

養
老
賦
役
令
3
調
庸
物
条
。

(34)

諸
国
の
調
庸
貢
進
制
は
、
長
山
泰
孝
「
調
庸
違
反
と
対
国
司
策
」
（
『
律
令
負
担
体
系
の
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
、
一
九
七
六
年
、
初
出
は
一

九
六
九
年
）
、
北
條
秀
樹
「
文
書
行
政
よ
り
見
た
る
国
司
受
領
化
」
（
『
日
本
古
代
国
家
の
地
方
支
配
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二

0
0
0
年
、
初
出

は
一
九
七
五
年
）
に
詳
し
い
。

(35)

調
庸
の
貢
進
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
北
條
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。
調
庸
戟
と
枝
文
に
あ
た
る
文
書
は
、
『
政
事
要
略
』
巻
五
七
交
替
雑
事
・

雑
公
文
事
の
冒
頭
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

(36)

養
老
戸
婚
律
2
5
輸
課
税
物
違
期
条
（
『
類
諏
丞
二
代
格
』
巻
八
調
庸
事
・
大
同
一
一
年
〈
八

0
じ
〉
十
二
月
二
十
九
日
付
官
符
所
引
）
。

(37)

吉
沢
幹
夫
「
専
当
国
司
制
に
つ
い
て
の
再
検
討
」
（
関
晃
先
生
還
暦
記
念
会
絹
『
日
本
古
代
史
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

0
年）、

俣
野
好
治
「
調
庸
制
と
専
当
国
郡
司
」
（
『
律
令
財
政
と
荷
札
木
簡
』
所
収
、
同
成
社
、
一

1
0
一
七
年
、
初
出
は
二

0
一
六
年
）
。

(38)

朝
集
使
は
毎
年
冬
に
上
京
し
て
、
翌
二
月
ま
で
滞
在
す
る
諸
国
の
使
者
で
あ
る
。
朝
集
使
は
毎
年
各
国
の
国
司
一
人
が
務
め
る
も
の
で
あ
り
、

公
文
の
京
進
、
元
日
朝
賀
へ
の
参
列
、
あ
る
い
は
法
令
の
受
理
・
照
会
と
い
っ
た
中
央
政
府
と
自
国
を
繋
ぐ
様
々
な
政
務
を
果
し
た
。
坂
本
太
郎

「
朝
集
使
考
」
（
『
坂
本
太
郎
著
作
集
7
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、
初
出
は
一
九
―
―
＾
一
年
）
、
川
尻
秋
生
「
口
頭
と
文
書
伝
達
ー
朝
集

使
を
事
例
と
し
て
ー
」
（
『
文
字
と
古
代
の
日
本
』
二
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
―

1
0
0
五
年
）
を
参
照
。

(39)

『
類
緊
三
代
格
』
巻
―
二
諸
使
井
公
文
事
・
承
和
九
年
正
月
一
＾
卜
七
日
格
所
引
天
応
元
年
（
七
八
一
）
八
月
二
十
八
日
付
官
符
。

(40)

菊
地
礼
子
「
交
替
式
の
一
考
察
」
（
『
お
茶
の
水
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
第
三
分
冊
、
一
九
七
二
年
）
。

(41)

福
井
俊
彦
「
『
延
暦
交
替
式
』
の
糧
慕
」
及
び
「
『
貞
観
交
替
式
』
の
編
纂
」
（
前
掲
書
所
収
）
。

(42)

吉
岡
真
之
「
解
説
」
（
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
三
五
所
収
）
は
、
前
田
家
本
『
貞
観
交
替
式
』
に
誤
写
・
誤
脱
の
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

(43)

押
部
佳
周
「
政
事
要
略
の
写
本
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
（
『
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
部
第
五
巻
、
一
九
八
―
一
年
）
が
詳
し
く

論
じ
た
よ
う
に
、
『
政
事
要
略
』
に
は
複
数
の
写
本
が
現
存
す
る
。
大
系
本
が
底
本
と
し
た
大
阪
市
立
大
学
福
田
文
庫
本
は
、
中
原
章
純
本
系
統
に
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属
し
、
十
八
世
紀
前
半
に
書
写
さ
れ
た
滋
野
井
公
麗
本
を
宝
暦
十
二
年
(
-
七
六
二
）
に
写
し
た
冊
子
本
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
系
統
の
写
本
が

稲
葉
通
邦
本
（
国
立
公
文
書
館
・
内
閣
文
庫
請
求
記
号
：

1
7
9
,
0
0
9
3
)
で
あ
り
、
御
厨
子
所
預
高
橋
家
の
紀
宗
直
所
蔵
冊
子
本
の
系

統
に
属
す
る
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
写
本
で
あ
る
。
押
部
氏
に
よ
れ
ば
紀
宗
直
本
は
、
欠
損
箇
所
の
相
違
等
か
ら
み
て
、
滋
野
井
本
と
異

な
る
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
政
事
要
略
]
巻
五
一
で
も
っ
と
も
年
代
の
古
い
写
本
は
穂
久
遡
文
庫
所
蔵
の
巻
子
本
と
み
ら

れ
て
い
る
。
同
本
は
未
だ
書
誌
学
的
調
査
結
果
が
公
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
国
書
総
目
録
』
は
室
町
末
期
の
書
写
と
し
て
お
り
、
写
真
帳
（
早
稲

田
大
学
戸
山
図
書
館
所
蔵
、
請
求
記
号
；

J
2
1
0
.
0
8
.
1
0
0
7
.
0
7
)
を
確
認
す
る
と
、
中
原
家
蔵
書
印
が
各
巻
の
内
題
に
捺
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
『
政
事
要
略
』
の
写
本
系
統
に
は
不
明
点
も
多
い
が
、
三
つ
の
写
本
い
ず
れ
も
当
該
箇
所
で
「
遥
任
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

(44)

早
川
庄
八
註

(29)

(45)

三
条
西
家
本
『
日
本
後
紀
』
同
正
月
庚
戌
条
の
「
勅
、
参
議
已
上
・
左
右
大
弁
・
八
省
卿
、
委
住
（
任
ヵ
）
既
高
、
群
寮
所
レ
仰
。
而
介
帯
之

国
、
遥
附
公
文
一
。
因
レ
ザ
鉱
、
参
対
諸
司
、
事
不
穏
便
。
自
今
以
後
、
宜
レ
停
遥
附
一
焉
」
と
い
う
記
事
と
、
史
料
⑯
（
前
田
家
本
）
を
比
較
す

る
と
、
前
者
の
「
而
介
帯
之
国
」
と
後
者
の
「
而
今
所
帯
之
国
」
に
は
相
違
が
あ
る
。
こ
の
原
因
を
弘
仁
格
編
纂
時
点
の
改
変
と
み
な
す
余
地
も

あ
ろ
う
。
し
か
し
当
時
の
勅
任
官
の
兼
国
は
守
に
集
中
す
る
（
泉
谷
前
掲
論
文
）
た
め
、
原
法
令
が
介
に
限
定
し
て
遥
附
を
停
止
す
る
意
味
が
見

当
た
ら
な
い
点
と
、
「
今
所
」
を
草
書
で
崩
す
と
「
介
」
に
似
る
可
能
性
が
あ
る
点
の
二
つ
か
ら
、
三
条
西
家
本
の
「
介
」
は
誤
字
と
考
え
て
お
く
。

同
本
の
影
印
は
、
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
二
八
日
本
後
紀
』
（
八
木
書
店
、
一
九
七
八
年
）
を
参
照
。

(46)

『
日
本
書
紀
』
大
化
五
年
（
六
四
九
）
三
月
是
月
条
。

(47)

亀
田
隆
之
「
員
外
国
司
」
（
『
奈
良
時
代
の
政
治
と
制
度
』
吉
川
弘
文
館
、
―

1
0
0
一
年
、
初
出
は
一
九
五
四
年
）
は
員
外
国
司
数
の
変
遷
と
、

員
外
国
司
と
延
暦
期
以
降
の
権
任
国
司
、
京
官
兼
任
国
司
の
二
つ
に
は
空
官
の
性
格
が
共
通
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
岩
間
武
雄
「
権
任
国
司
に

就
い
て
」
（
『
史
学
研
究
』
四
—
―
一
、
一
九
三
二
年
）
及
び
「
員
外
国
司
考
」
（
『
同
』
三
の
二
号
、
一
九
三
一
年
）
は
、
権
任
国
司
が
遥
授
国
司
ポ
ス

ト
の
不
足
を
補
う
員
外
官
と
同
様
の
国
司
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
権
任
国
司
の
主
要
な
論
考
に
俣
野
好
治
「
権
任
国
司
の
任
命
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
ビ

ス
ト
リ
ア
』
一
―
―
―
一
号
、
一
九
八
九
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(48)

新
野
直
吉
「
律
令
制
後
末
期
地
方
制
度
の
諸
問
題
」
（
『
日
本
占
代
地
方
制
度
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
四
年
、
初
出
は
一
九
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六
五
年
）
、
土
田
直
鎖
「
公
卿
補
任
を
通
じ
て
見
た
諸
同
の
格
付
け
」
（
『
奈
良
平
安
時
代
史
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
五
年
）
。

(49)

福
井
俊
彦
「
勘
解
由
使
の
設
置
」
（
前
掲
書
所
収
）
。

(50)

所
功
「
国
術
『
官
長
』
の
概
念
と
実
態
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
六
四
号
、
一
九
六
九
年
）
及
び
拙
稿
前
掲
論
文
。

(51)

『
観
心
寺
縁
起
資
財
帳
』
所
引
承
和
十
年
（
八
四
五
）
十
一
月
十
四
日
付
官
符
に
は
「
以
一
一
当
国
守
、
充
件
寺
別
当
。
若
守
遥
授
、
以
レ
介

充
レ
之
。
立
為
恒
例
―
」
と
み
え
る
。
こ
れ
は
、
定
額
寺
に
昇
格
し
た
河
内
国
観
心
寺
を
管
轄
す
る
専
当
国
司
を
、
守
も
し
く
は
介
に
限
定
す
る
と

い
う
官
符
の
一
節
で
あ
り
、
国
司
長
官
を
別
当
と
す
る
こ
と
や
、
も
し
国
守
が
遥
授
官
な
ら
ば
、
河
内
介
に
専
当
を
さ
せ
よ
と
あ
る
。
つ
ま
り
国

守
が
遥
授
官
で
あ
っ
た
場
合
、
次
官
が
官
長
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
、
初
出
は
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表l 平安前期にみえる「遥任」・「遥授」記事

Nu 国 人名 ！ 時期 概要 i 典拠

大宰府 1弘イ--.2年 大宰府官人と管内[li]UJが公解｝I『日本後紀こ弘イ： 2年2月
I 官人及 (81 1) を取送する場合、海運は四分庚辰条
管内諸 の一の量まで認める。遥授の
国司 官は半分までを認める。

五畿内・ 承和 7年 諸国は慣例を忘れて、遥授官『続日本後紀』承和 7年5

2 
七道諸 (840) に使政を附託し、雑務に支障月―］.f-l:条、『類緊：代格」
国 が生じる。附託を停l［せよ。 巻 12・諸使井公文'li．承

和 7年 5月2日官符

伯者 笠梁麻呂 承和 9年 裔齢であるので劇務から解放 1続日本後紀』承和 9年
3 (842) するために、伯名［月げ］を遥授 12月戊辰条卒伝

した。

4 
丹波 山田連春城承和 9年頃 丹波権博 l：を遥授し、勉学の『文徳天＇；！実録］天安 2年

助けとした。 (858) 6月己酉条卒伝

河内 承和 10年 河内国守を観心寺別当に允て[月心寺緑起資財板』 l祈引

5 
(843) よ。もし守が遥授であれば、承和 10年 11月 14日太

介を別当に充てよ。桓例とな政官符
せc

備後 山田連春城承和 10年 ｛頂月犬阜は朴城の本業を成就，・文徳天皇実録：天安 2年

6 
頃 させるために、校書殿に侍す (858)6月己酉条卒伝

ることとし、備後権少目を遥

1授された。

駿河 名坪閃｝成 承和 11年 ：老齢を理由にして、駿河介に『文徳天卑丈鉗，斉衡元年
7 (844) 遥授された。その俸給で大学 (854)8月―「II:条卒伝

助教の職務の補助に充てた。

8 
近il- 小野璧 仁奸元年 ：： 近江守を遥授された。 ；ュI,il」｛二寿 2年 12月癸未

(851) 条姥伝

， ド里f 南淵永河 仁好元年 i： 卜野守を遥任された。朝廷が日lij］火安元年 10月休if
[Kl老を憐れんだためである。 条卒伝

IO 
讃岐 ： 1藤原房雄 貞観8年 1房雄は遥授であり、誤審に閉ア[―1本：代実録二貞観 8年

(866) 与しなかったので罪を免じた。 10月25日条

11 讃岐 i藤原良縄 同 l̂ ITT] I•一 同t.
12 讃岐 1藤原良世 同 1•• 同t 同J ・・

貞観 10年 公解田の支給を受けた権任国『日本-_代実録こ貞観 10

13 
(868) 司と品官の央名を民部省に年年 12月 26日条

終報告せよ。但し遥授官は除＇ ： 
外する。

貞観 12年 遥仔の人の歴は 4年とし、他i：『LI本：．代’其録 1貞観 12
14 (870) 人に譲る場合、 6年を最長とせ年 12月25日条

よ。

叫 18'f （公昭Illの女給を受けた権仕国！『類泉ニイ＼格 巻 17・文
(876) 司と品官の火名について）遥書井印事・貞観 18年6月

15 ，i 授官以外は年終ではなく、六 20日官符
月に民部省へ移し、勘会に備

えよ。

陸奥・出 寛平 7年
：: ': （辺要国’店員に支給していた債：:' : 類康三代格」~巻 5 •加滅

16 
羽・按察 : i ＇ (sgs; 使を削滅する巾について）遥諸国官員井廃閥事・寛平 7
使・大宰 授官員は国府に赴任しないも年 11月7日宜符
府など のである。
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表2平安中期の「遥任」・「遥授」任官記事（｛義式因等を除く）

No. 時期 ： 国・人物等 ！ 概要 典拠

l 承平 5り (935)：＇' i 備前 l ：苅授1’f料として交杵公文にり珀した ll政噴要略⇔荏 27{，
位禄・季禄料は、いまだに下行され中行事 11月・給朴夏

ていないため、後年の止税稲で充当季禄・勘解由使勘判抄・

せよ。 位禄季禄事

天暦 3年 (949)I近江 1職陪0)|：下にかかわらすIKlHjに遥授「別緊符貨抄J

2 正月 21II の者が数多おり、任）ll|Kl』で従事す

る者は少ない。

康保 4年 (967) 諸国一分已上の1りで、兼任・遥授の延喜太政官 23（鼈頭

3 打が他lKlや京官に遷任すれば、官符 1は「延」）

をドして本任を停止せよ。

同 j-_ 参議及左右大弁・八省卿・弾ilー．）t. 延喜民部」． 26

4 1: 遥授IEIti]たちは凡使してはならな

し‘。

5 lriJ I・ ＇遥授 [!ii司には公廂ILIを支給しない。 延喜民音IIJ-110 

[ri] I 遥授国司公解Ill、没官田や逃亡除銀延喜t税 I・ 2 
6 11分田、乗[llはならびに輸地 (4llと

せよ。

I I il j - 泊国一分已 l-0)官や遥授・兼仔の依延喜i0税 I13 
が、他国や成宜に遷任すれば公隊を

7 受用させてはならない。もし倅任官

符が到祈する以前に処分を終えた場

合、妨げがなければ[Ii]儲に充‘liせよ。

| l il l -- 陸奥 按察使及び，，且巾に支給する千緑・衣延;]． i税 f・.85 

8 
服、厠 lにと給する衣服は1坪奥国l[

税を交易して允てよ2 皿授の人には

支給しない。

永昨几年 (989) 参議11::wfJ!!． 現地の[E)Ii]が遥授官公昭を充て行わ 政 ’l~ 要略＿在 27 年

11月 1711 兵衛督JU'/)、＜／召 ず、遥授は名ばかりで受州の実がな叶lfr1,;JJ月・給介秋

， 宮権人）J知り権 いと高え出た。これを受けて、今後乍禄 'H・永祁^ 2什 2
守源時11,守 は参泊・遥授・兼Ililの公廂・位禄・ iI } l 22 1J宜宜旨

I 季緑のと給状況を公文勘会の場で番

介するよう命じた

永杵）じ年 (989) 従：．位りも近衛 参議の例に準じて、 Jdi近衛中少将 政市要略 在27年

10 12月311 権IlI将棟尾張権 0)遥授公解と位禄季禄の文給も公文中行巾 ll)l．給春秋

守藤／瓜道綱守 勘会で帝杏するよう命じた。 季禄事・永昨 2年 2

月 23日1ば討旨

I]:―粁 4年 (993) 紀伝・明経・明 多くの儒tたちは給作がなく、遥授 政事要略 巻27年
8月 2311 法． n:、四道博 の憫をもってわずかに奉公の責を 1→＿中行事 II)]・給春秋

I..̂、序 面する状態である。しかし近年、国季禄事． J．肝 4年 10

1 1 nlの儒者は空しく任期を終え、俸料月 7I I官宣旨
を受け取ることが出来ず、イ［国の[lil

1i]は位禄季禄の支給を断る。兼国は

名ばかりで給俸の実がなし＼

長保｝L年 (999) 大和 ヽ ll 国遥授の倅料代のうち、米 150 〖権記

12 10月 10「l 石を下す符 2枚を寺主｛城に仔え

るc 当、Jfならびに東大、ヤ｛曽供料とす

るで
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長和元年 i ：近ii・丹波 大笞会に際して悠紀． t枯国の遥授＝小右記＝
13 (日1012) 8月27 官に古服を祈さない人々がいた事を

問題視する，iu札

長和元年 1近il：・丹波 冷泉院の周忘に、大笞会行巾の人々、 ＝小右；止
I 4 (IO I 2) IO fl 6 悠紀． j．．．枯両国の遥授官達は参人し
日 ない忌みがあるためである＇J

長和5年(1016) 道長の直囁で小除目が催された，大小｛ぃ且
4月28日 納言公が左中弁定頼を兼[Klさせるこ
15 とを中し人れており、今11の除11で

両国遥授官等に任ずることを叩んだ
が、許されなかった。

長久Jじ年 左右近衛次将たちは、遥授されたIKl 1り‘じ1山
16 (1040)ll)J8 の国司たちが俸料をド給しないこと
11 を愁い中した。

永承7年(1052) {)If,• 源資房 1: 正月に遥授の物を乞う目的で伊予国 II｛ド心＇
17 4 J J 25 1 l に逍わした雑色成友が帰京した。

,"'HIが1(1100) 伊勢・わ近衛’少： （束、',・・成願寺間の相論で提出され：東、'n'I合丸'f・ ヰ函．
7 J1 16 11 1将棟介坂 1大io た承和 1249月 10lJj人部省符の 1j録外 231:； • 1Jthl 

祢ヵ 真偽を、少輔橘貞雄の署名によって 2年左衛門少尉藤1以永
常杏した際に） 省符に見える民部実勘文、および平安辿

18 少輔は承和 12年当時、欠員であっ文 76号承和 12年民
た。また国1-ll奉行に遥授の人も署名部省符案
がみえる。所見がないものであり、
丸りの{,i憑性にイ審点がある。

犬承元年

！ 

（参議を職’li官として扱うか否かに―法曹類林＝巻 200• 
19 (1131) 5月 ついて）参議が遥授をうけた場合、公務 8.坂上（巾匝）

その闘沼内に兼0)字は使用しない 明般明法勘文


